
門前の小僧の辻説法
えー！　あなた　今どきキリストの

「復活」や「処女降誕」を信じているの？



疲れた者、重荷を負う者は、

だれでも私のもとに来なさい。

休ませてあげよう。

（マタイ福音書 11 章 28 節）
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はじめに

　ようこそ、「門前の小僧の辻説法」にお立ち止まり下さいました。
正直なところ少々怪しげであるかもしれませんが、小生の話にしば
し耳をお貸し頂ければ幸いです。さて、門前の小僧を名乗る小生は、
英国国教会（Anglican church）系のキリスト教の教派「日本聖公会」
に属するものですが、正規の神学を学んだことのないただの平信徒

（layman）です。日本ではクリスチャンというと、何故か頭に「敬
虔な」という形容詞がよくつけられますが、そんな高潔なイメージ
とは縁遠い酒好きの生臭クリスチャンであり、どこにでもいる日本
人の一人であります。ただ幼少の頃から日曜日には教会の礼拝に
出かけるという習慣の中で、物心つく頃から半世紀にわたり説教で
語られる聖書に基づくお話しを中心に、キリスト教のメッセージを
いわば聞き流し蓄積してまいりました。教会に出入りして多くの方々
と出会い、感動を頂いたり、勇気づけられたり、喜怒哀楽を分か
ちあうといった機会に恵まれた生き方を重ねる中で、自分自身が育
てられてきたことを実感しています。還暦という年齢に至り、今ま
で自分を育ててくれたキリスト教について、長年一緒に仕事をして
きた職場の仲間や友人達に何一つ伝えてこなかったことに気づきま
した。世の中にキリスト教の入門書は数多く出版されて存在してい
ますが、神学者や聖職者が書かれたものは、キリスト教を知らな
い日本人には取っつきにくく、また、分かりにくいように思えます。
それは、専門家としてあまりに厳密にこだわるためではないか、初
めの一歩には少々怪しげではあってもキリスト教のメッセージやス
ピリット、そのエッセンスが伝えられることが大事ではないかと考
え、平信徒である小生が普通の日本人にも分かる７０点メッセー
ジを発信してみようと、この辻説法に立つことにしたものです。いや、
７０点では困る、満点に近いキリスト教を学びたいと思われる方
はどうぞご自分で教会の門をたたいてください。
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 § 第１話　日本人の宗教感覚

　日本人でキリスト教という宗教を聞いたことがない人はまずいないとい

ってよいでありましょう。仏教、イスラム教と共に世界三大宗教の一つとし

て広く認知されている。しかしそのキリスト教の内容、教義についての理

解度はとなるとかなり怪しげである。今日の日本人の大半が自分は無神論

者であると思っていて、真面目な宗教は人を良い方向に導く面を持ってい

るとしてその有用性を認めつつも、自分には必要でないものと思っており、

「神」なる存在を認めようとしない。この無神論者を自認する御仁は、霊

などという五感を通して感じ取れないもの、物理的に把握できないものの

存在を信じることは非科学的なことと思っている節がある。一旦この世に

生を受けた人間は存命中に肉体的、知的、精神的活動を営むものの、誰

しも例外なく迎えることになる死の時をもって永遠に無に帰するものと考え

ている。人間は時間と空間の次元に閉じこめられた生物学的存在とだけ捉

え、同時に霊的存在でもあるとは考えないようである。したがって、人生

において他者を愛する思いも、時として命をかけて守ろうとする価値観も

それは脳内でなされた知的もしくは精神的活動であって、生物学的な死に

よってすべては無と化すと考えている。しかし、人の死はすべての終わり

なのであろうか、人生とはひとときの夢であり結局のところ無に帰してしま

うだけのものなのであろうか。そのように考える人には理解できないであ

ろう「永遠の命」「復活」というキリスト教のメッセージは、人間の存在は

生物学的な死をもって消滅するものではないということを教えてしているよ

うに私には思えます。すなわち、朽ちる運命にある身体としてだけで生き

るのではなく、朽ちない存在としての霊的な自分を育てるように生きなさい

とのメッセージであると思えます。人生において外なる人は衰え滅んでも、

内なる人は成長する（第２コリント 4-16）と、初代教会の伝道者である

聖パウロは述べています。
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§ 第２話　日本人と宗教との接点

　日頃は無神論者を自認する日本人が正月ともなると神社仏閣に初詣なる

ものをする。決して信仰に目覚めたというわけではない。新年を迎え、古

い年の垢を落とし改まった気持ちで新年の生活を始めたいという思いのよ

うである。手を洗い、口を濯いでさっぱりした気持ちとなって神殿の前に

進むと、手をぱんぱんと打って頭を下げ、それぞれに何かのお願いを念じ

る。家族の健康、仕事の成功、いわゆる無病息災、家内安全、商売繁盛、

良縁祈願、合格祈願などなど。このときは単に欲張りなお願いをするとい

うわけではなく、「何事のおわしますかは知らねども、かたじけなさに涙こ

ぼれる」との西行法師の歌に通じるよう

な気持ち、普段とは違う神妙な気持ちも

起こるようである。その気持ちとは、神の

前に立ち、自らの有り様を省みるという気

持ちまではないが、自分達人間を越える

もの、「神」とは呼びたくないが天なる絶

対的存在を仮想して神妙な気持ちになる

ようだ。

　この初詣は別として、普段自分の問題として考えようとしていなかった人

が、宗教というものを意識するきっかけ、機会というものに着目してみると、

まず第一に親、兄弟、配偶者、子供といった身近な人を亡くしたときがあ

げられる。「長年一緒に生活した人が、愛する存在であった人が一体どこ

へ行ってしまったのだろうか？」という素朴な疑問が自分の問題として突き

つけられる。普段無神論者を自認している人もこのときばかりは亡くなった

人がすべて無に帰したとは思えないようで、地上の世界からはいなくなっ

たが、どこか見えない世界に行ってしまったと感じるようである。この感覚

は人のＤＮＡに刻み込まれているというか人間が本来的に備えているもの

と思われ、かなり重要なものであると私には思えるのである。
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　第二には、元気であった人が突然の病に襲われ、他者の支えなしには

生きていけない状況に見舞われ、自分の非力を突きつけられたときも宗教

というものを考える機会となっているようである。このとき、人は自らの力

だけで人生を全うすることができないもの、一人では生きていけない存在

であることを思い知らされ、今まで自分には無縁であると考えていた宗教

について考え始めるようである。

　第三には、特に日本人に多いようであるが、生き甲斐を仕事に見出して

がむしゃらに走りつづけた人が、停年を迎え、もう明日から出勤に及ばず

という状況に立たされたときなどである。生き甲斐を取り上げられたことに

よって虚脱感に襲われ、今までの自分の人生は一体何だったのだろうかと

人生の意義を改めて考え始め、宗教へ目を向けるようである。このとき人

は既に自分に与えられた地上での時間の大半を使ってしまっている。しか

し、遅すぎるということは決してないのである。

§ 第３話　キリスト教信仰への道

　キリスト教の「キリスト」とはメシア（油注がれし者）というヘブライ語

のギリシャ語訳Χριστος （christos）（クリストス）からきています。

頭に油を注ぐ儀式は古代イスラエルにおいては、王や祭司などの即位に際

して行われていました。「キリスト」とは要するに「救世主」との意味で使

われているのですが、「その救い主であるイエスは母マリアと許婚者であっ

たヨセフとの間に誕生したのではなく、聖霊によって身ごもった処女マリア

から生まれた。」そして、そのキリスト・イエスは３０歳くらいの年から約

３年間の布教活動の末、ユダヤ教の指導者たちの妬みを買い、当時ユダ

ヤを支配していたローマの総督の前に連行されて無理やり十字架の刑に処

せられた。「しかし、三日目（金曜日の午後十字架上で死に、日曜日の朝

に復活）に甦られ昇天されるまで弟子達はじめ多くの者の前に姿を見せら

れた。」
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　これは新約聖書が伝える出来事でありますが、この話を２１世紀の日本

人に直接話して聞かせたならば、「え！今時のクリスチャンもそんな『復活』

とか『処女降誕』を信じているの？」という率直な質問が返ってくるでしょう。

私にはこのような反応は現代人として無理からぬこと、というよりむしろま

ともな反応であると思えます。もし、この『復活』とか『処女降誕』ある

いは聖書に記述された病人や障がい者の癒し、５つのパンと２匹の魚で

５０００人（家族）の食を満たしたといった奇跡物語に、「イエスという

方はそんなことをなさったのですか。やっぱり神様の子だからできたので

すね。私はこのような神の子イエス様に迷わず従って生きてゆきます。」と

いうような模範解答？が返ってきたならば、それこそ「え！　あなたは何の

疑問も感じないでこの話をすんなりと信じてしまうの？　大丈夫かしらこの

人は。くれぐれも怪しげなカルト宗教などに走らないで下さいね。」と反っ

て心配になってしまいます。信仰とは、分からないけれどとにかく信じてし

まえばよいというようなものではありません。無理をせず信じられないとこ

ろは、信じなければよいのです。これは真実だと実感できるところから一

歩一歩進むことが大切であると思います。そうでなくてはその人の霊的成

長はなされないと思うからです。

　「人の子を汚す者は許される。しかし、聖霊を汚す者は永遠に許されな

い。：マタイ 12-32」これ

はイエス・キリスト自身の

言葉です。これを小生の

７０点解答で分かりやすく

解説すれば、「イエスがキ

リスト（救世主）であると

か、処女マリアから生まれ

たとか、十字架で死んだ

後復活したなんてとても信
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じられない、と思ってもよろしい。しかし、貴方の心に語りかける神様の声

（聖霊）に耳を傾けないような頑なな態度をとるならば、貴方の霊的成長

は不可能であり救いようがない。」といっておられるのです。神に聴く姿勢、

聖霊との交わり（神様との交信：祈り）こそが人間の命綱であるということ

だと思います。

§ 第４話　祈りとは

　日本人が神社仏閣に参じて、祈るという行為をするとき、その「祈り」

の内容はまず祈願するという色合いが強いように思われます。また、その

お願いが適ったときのお礼参りということもなされている。祈願内容は所

謂、無病息災、家内安全、商売繁盛（仕事の成功）、死者の霊の平安、

合格祈願、良縁祈願といったところがイメージされます。しかし、キリスト

教が勧める「祈り」では神様へのお願いということよりも、「神の御心を聴

く」ということが重要とされています。先に、「祈り」とは「神様との交信」

であると申し上げました。交信ですから一方向通信ではなく、双方向通信

形態であると考えて頂くとよいと思いま

す。すなわち、人は神様に対面し、問

題の問いかけをすると共に、その問題

についての神様の導きを聴くという形態

であり、この「神様に聴く」ことが祈り

においてはより重要とされています。イ

エス様は「祈り」に関し次のように教え

ておられます。神様（天の父）は何が

その人に必要であるかは既にご存知で

あるから、くどくどとお願いをしないでよ

ろしい、ただ次のように祈りなさい。（マ

タイ６：9-13）といって祈りの模範スタ
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イルを示して下さいました。この祈りは「主の祈り」と呼ばれ、キリスト教

会は２０００年前から今日に至るまで、キリスト者が日々の生活の中で極

めて重要な祈りとして用い続けてきたものです。因みにこの主の祈りは以

下に示すものです。

「天におられるわたしたちの父よ、

み名が聖とされますように。

み国が来ますように。

みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。

わたしたちの日ごとの糧（かて）を今日も お与えください。

わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆるします。

わたしたちを誘惑におちいらせず、

悪からお救いください。　　　　アーメン」

（日本聖公会／ローマ・カトリック教会共通口語訳）

なお、キリスト者の祈りは最後に「アーメン」と唱えますが、この「アーメン」

はヘブライ語で「まことに、本当に」という意味の言葉です。祈りの最後

にこれを唱えるのは「本当にそう思います。」という祈る者の意思表示なの

です。

　ところで、神様との交信における発信器（聖霊の導き）の性能は確かだ

けれど、受信機（人間の感性）の性能はかなり怪しい。雑音の混入によ

り本来の信号が歪んで受信されて（神様の声が間違って聞えて）しまうこ

とが儘起こる。そこで、複数の人と共に一緒に祈るということが重要となる

のです。個々の受信情報が歪んでいても多数の受信情報を突き合わせれ

ば、雑音に埋もれた信号（神様の声）が判別し易くなり、雑音を取り除い

て本来のメッセージを再生する作業が可能となるからです。イエス様は「二

人または三人が私の名によって集まるところには、私もその中にいるので
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ある。」マタイ 18：20 といわれました。これを小生の７０点メッセージで

解説すれば、キリスト者は個人の祈り（神様との直接対話）も大事であるが、

呼び集められた者の群れ（教会：エクレシア）の中で共に祈ることが重要

であるといっておられるのです。

§ 第５話　誰が天国へ行くの？

真面目な日本人の中には、「もし、神様という存在があるならば、すべ

ての人を公平に扱い、正しい評価をなされるはずである。だから一人一人

の生き方をみて、世のため人のために一生懸命努力する人には恵みを与

え、死んだ後には天国に迎え入れてくれるなど相応の報いがあるはずだ。」

との思いがあり、そのような神様でないなら神様なんて必要ないと考える

方が多いようだ。これは東洋的な考え方ともいえる「因果応報」の思想に

根ざすものといえよう。確かに多くの宗教にはこのような一面が見え隠れす

る。宗教には一般に人を導く戒律なるものが定められており、その戒律を

忠実に守って生きるものは善人とされ、救われるという教義である。これ

が正統な仏教の教えかどうか門外漢の私には分からないが、悪行よりも善

行の方が多ければ閻魔様はその人を極楽行きにしてくれるという考えもこ

の類といえよう。また、トーラ（律法）を

忠実に守ることこそ神の前に正しい者とさ

れるとの強い信念をもっていたイエス時

代のユダヤ教、とりわけパリサイ派の人々

はその典型といえるであろう。意外に思

われるかもしれませんが、イエス・キリス

トの教えでは律法を真面目に守って生き

た人、立派な行いをした人が天国に行か

れるとはいっていないのです。イエスが

救いに必要なこととされたのは “ 悔い改め
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て福音（神様からのよき音信）を信じる ” ことでありました。何を悔い改

めるのかを一言で言えば、それは “ 自分の価値観に基づいて自分の力だ

けで人生を完結しよう” とする生き方のことであります。これは人が神を必

要としないで自らの力で自分の存在の責任をとろうとする姿勢であり、言

い換えれば自らを神とすることであります。キリスト教ではこれを罪の根源

としているのです。

　人は物心が付いた時にはこの世に生を受けていたという存在であり、自

らの意志で生まれてきた者は誰もいない。そもそも自らの存在に責任を持

てる者などいないはずです。勿論親の意志や責任で生まれてきたともいえ

ない。人の親となった者は自らが子の誕生に一役買ったことは確かである

が、自らの力で子をなしたものではないことはよく分かるはずである。キリ

スト教が教える罪とは、基本的に神の心を拒否することであり、神を必要

としない傲慢こそがもっとも重い罪とされており、犯罪に代表されるような

道徳的な悪を行うこととは異なるものなのです。一人一人をすべて異なる

存在として作られた神様がその人間に求めておられることは、本当の親 (

神 ) として子 ( 人 ) が聖霊の導きの下で霊として精神的に成長し、その人

が本来のその人となっていくことであるといえるでしょう。そして、他者と

は異なるその人となった存在、即ち、自分自身となろうと神の声に聴き従

って生きた者は生物学的な死によって消滅することはない、とキリスト教は

教えます。この世においては、人は体と心が一体となった存在であり、心

は体を離れて存在することはありません。脳の機能と精神活動が密接な関

係にあることは現代人が疑うことなく認めるところでしょう。しかし、人格と

いう精神的実体は空間的、時間的次元に閉じこめられたものではなく、別

次元（朽ちない世界：天国）へと拡がって実存するものとキリスト教は教

えているように思えます。

　要するに、良い行いを積むことによってではなく、神様に信頼を置いて

生きていく姿勢の故に人は義とされ（信仰義認）、死なない（朽ちること
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のない永遠の命）存在となれるというのがイエス・キリストの教えです。「あ

なたの信仰があなたを救った：ルカ７：36-50」といわれるイエスの宣言

やロマ人への手紙３：28 に記された聖パウロが解く信仰義認を参照され

てみてください。小僧の７０点メッセージで申しますと、キリスト教でいう

永遠とは「時間の連続」「無限の時間」を意味するものではなく、「本物と

なる」という質の問題であるといえると思います。

§ 第６話　悟るということ

　日本人には「悟り」を得ることによって、人間の弱さや、愚かさ、日頃

の悩みや苦しみを克服できるようになると考えている方が少なからずおら

れる。我々凡人の目からすれば、世の出来事に泰然自若と少しも騒がない

ような人、大人（たいじん）と見える人に遭えば、悟りの境地に至ったす

ごい人と感心し、いつかは自分もああなりたいものだと憧れを抱く。仏教

ではよく悟りということを問題とされると聞く。そこで、門外漢の私は百科

事典『ウィキペディア（Wikipedia）』で仏教の悟りについて調べてみると

次のような説明があった。

　「仏教の悟り （さとり、覚り）は、原語のサンスクリットでは、bodhi ボー

ディである。日本語・漢語では「菩提（ぼだい）」「覚悟」「証（しょう）」「修

証（しゅしょう）」「証得（しょうとく）」「証悟（しょうご）」「道（どう）」「阿

耨多羅三藐三菩提（あのくたらさんみゃくさんぼだい）」「無上正等正覚（む

じょうしょうとうしょうがく）」などの別称もある。

　真理（法）に目覚めること。迷いの反対。さとりは仏教の究極目的であ

り、悟るためにさまざまな修行が説かれ実践される。仏教の悟りは智慧を

体としており、凡夫（ぼんぶ）が煩悩（ぼんのう）に左右されて迷いの生

存を繰り返し、輪廻（りんね）を続けているのは、それは何事にも分別（ふ

んべつ）の心をもってし、分析的に納得しようとする結果であるとし、輪廻

の迷いから智慧の力によって解脱（げだつ）しなければならない、その方



12

法は事物を如実（にょじつ）に観察（かんざつ）することで実現する。こ

れが真理を悟ることであり、そこには思考がなく、言葉もない。

釈迦（しゃか）は多くの哲学者や宗教家の教えを受け、苦行にも専念した

が悟りを得られなかった。そこで今までの修行法をすてて、尼連禅河（に

れんぜんが）で沐浴し身を清め、村娘スジャータから乳粥（ちちがゆ）の

供養（くよう）を受けて河を渡り、対岸のピッパラ樹の下で坐禅をして禅

定に入った。その禅定がしだいに深化し、三昧の中で「三明」が顕れ、

真理を悟ることができた。これによって釈迦は悟った者（覚者）、すなわち「ブ

ッダ（仏陀）」になったのである。

　この悟りの境地を「涅槃（ねはん）」といい、それは「寂静（じゃくじょ

う）」であるとされる。煩悩が制御されているので、とらわれのない心の静

けさがあるということである。」

　哲学的な思考でなく、言葉にもよらない行を通してのアプローチ。お釈

迦様は坐禅をして禅定に入り、その禅定がしだいに深化し、三昧の中で「三

明」が顕れ、すべての真理を悟ることができたという。我々にとって極め

て魅力ある「悟りの境地」であるが、禅定を深化させてすべての真理を悟

ることなど小生のような凡人にはとてもできそうにないので、残念ながら断
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念せざるを得ません。

　キリスト教ではあまり「悟り」ということを問題とすることはないように思

います。有り難いことに神様から永遠の命（合格点？）を頂くためには「悟

り」が必要という教理はないのです。しかし、聖書においても「悟りなさい。」

という言葉が度々使われています。これはすべての真理を悟る「悟りの境

地」に至りなさいという意味ではなく、単にその事柄に「気づきなさい。」「理

解しなさい。」という意味で使われているようです。この個々の事柄につい

ての悟りというものはやはり重要なことで、人生における個々の躓きを乗り

越える手立てであると思います。悟りといえるかどうか分かりませんが、小

生の貧しい人生経験においても「大きな気づきを頂いて、自由にされた。」

という出来事がありました。それは我が家系の中である病気を発病すると

いう現象が続いたことがありまして、私の家系にはその病気にかかりやす

い体質が遺伝されており、自分も何時その病気を発病するか分からないと

の恐怖感に苛まれておりました。病気になれば、家族に負担をかけること

になるから、自分は家族を持つことを諦めねばならない。友人達が次々と

結婚していく中で、自分は異性を好きになってはいけないのだと愚かな考

えに苛まれ、あたかも自分が呪われた存在であるかのように思って暗い日々

を過ごしていた時期がありました。そのとき日頃からご指導を頂いていた

司祭様から「君は自分でとれない責任をとろうとしている。神様にもっと信

頼をおくという姿勢が大事ではないか。」と諭されたのです。この一言が、

ガーンと小生を一撃し、目を覚まさせてくれたのでした。自分にとれない

責任をこざかしい人間の知恵で対応しようなどということは神様を必要とし

ない傲慢な態度であり、教会が教える罪に他なりません。あるがままの自

分でよい、結婚する相手には自分の状況を隠さず説明し、病気になったら

お互いにサポートするという了解ができれば何の問題もないことなのでし

た。悟ってみればどうということのないことですが、当時の私には重く立ち

こめていた心の暗雲が吹き払われて青空を取り戻したような感動でした。
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この様に人は些細なことに躓きますが、本人には結構深刻な問題となって

いることが少なくありません。小生にとって悟るとは「理解する」というよ

りは「呪縛から解き放されて自由にされる」ことという表現が合うように思

えます。お釈迦様のようにすべての真理を悟ることはできなくても、凡人は

一つ一つの躓きから解放されて少しづつでも霊的に成長し、本来の自分自

身の姿を求めつつ自分像を刻んでゆきたいと思うものです。

§ 第７話　キリスト教における律法

キリスト教はメソポタミア地方のカルデアで生まれ育ったアブラハムの宗

教を基礎としている。紀元前 2000 年頃、神に導かれ、カルデアの都市

ウルで生まれ、一族が住んでいたハランを出発して行き先が示されていな

い旅立ちをしたアブラム ( 出発当時の名前 ) は、長い試練となる砂漠の流

浪をする。神に従順に従うアブラムは神の御心に適い約束の地カナンが与

えられ、アブラハムとの名を戴く。名の意味は「父は高められる」の意で、

彼が多くの民（ハモン）の父となる約束を神から受けたためである。アブ

ラハムの信仰はイスラエルの民に引き継が

れ、モーゼや多くの預言者を輩出しエルサ

レムを都とするユダヤ教となる。キリスト教

はこのユダヤ教社会の中でナザレ（ユダヤ

のガリラヤ地方の村名）のイエスの教えに

よって２０００年前に誕生した。イスラム

教も同じアブラハムの宗教を基礎として７

世紀にムハンマド（以前はマホメットという

呼び方をされていた人）によって始められ

ている。要するに、世界三大宗教に数えら

れるキリスト教もイスラム教ももとはユダヤ

教であり、この３つの宗教はアブラハムを
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信仰の父としているのである。‥‥それだのに何故あんなにも仲が悪くて

パレスチナでは際限なく争いを続けるのでしょうか。信仰の父アブラハム

は困ったものだとさぞや心を痛めていることでしょう。（これは門前の小僧

のつぶやき）‥‥　紀元前１０００年頃のモーゼの十戒を初めとするユ

ダヤ教の律法 (トーラ ) が記されているモーゼ５書は旧約聖書に取り入れ

られキリスト教の聖典とされている。したがって、キリスト教においても十

戒などの律法は信仰者の規範として大切にされているが、律法 (トーラ )

に対する考え方はユダヤ教、少なくともイエス時代のパリサイ派とは大きく

相違している。イエスは事細かに規定されている律法をただ１つ「愛せよ」

との戒めに集約された。「先生、律法の中で、どのいましめがいちばん大

切なのですか」との問いにイエスは次のように答えられた。「『心をつくし、

精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。これがいち

ばん大切な、第一のいましめである。 第二もこれと同様である、『自分を

愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。これら二つのいましめに、律法全

体と預言者とが、かかっている。：マタイ 22：36 以下」このイエスの言

葉を例によって小僧の７０点メッセージとして分かり易く解説すれば、聖書

（旧約）には生活全般に渡り事細かに規定がなされた律法や、多くの預

言者のメッセージが記述されているが、その本質はすべて「神を愛せよ」

と「隣人を愛せよ」というこの二つの戒律に帰着するものであり、これが

守られるならば自然と規律に沿い律法の趣旨、預言者のメッセージが伝わ

るものなのだと言っておられるのです。すべての律法も預言者によって伝

えられた神の言葉もすべてこの「愛せよ」の一語に尽きる。なお、この、「心

をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ」と

の言葉の原典は旧約聖書の申命記６：４です。

　また、キリスト以前と以後における律法の役割の変化について、初代教

会の伝道者聖パウロは次のように説明しています。「信仰が現れる前には、

わたしたちは律法の下で監視され、この信仰が啓示されるようになるまで
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閉じ込められていました。こうして律法は、わたしたちをキリストのもとへ

導く養育係となったのです。わたしたちが信仰によって義とされるためです。

しかし、信仰が現れたので、もはや、わたしたちはこのような養育係の下

にはいません。」（ガラテヤ書３：23-25）すなわち、キリスト以前、律法

は養育係としての役目を担っていたというのです。

§ 第８話　愛というキリスト教の律法

イエス・キリストがたった一つに集約された「愛せよ」との戒律はキリ

スト教の本質でありますので、愛について少しく考えてみたいと思います。

「愛」という言葉は、私たちの日常の場で盛んに使われていますが、皆様

はどのように理解されているでしょうか。例えば「私はあなたを愛していま

す。」という言葉から私たちは通常男女の恋愛感情を連想します。この場

合の「愛」は「好き」「恋い慕う」という言葉とほぼ同義語です。この他「親

子の愛」「兄弟愛」「友愛」「師弟愛」「同志愛」等が使われます。いずれ

の場合も、愛にはそ の対象があって愛す

る主体はその対象に 対して「愛する」とい

う思いを持つという点 で共通しているといえ

るでしょう。この「愛 する」という思いは深

まるとその対象を単 に「好き」という観念

を越えて「とても大切 なもの」と捉えるよう

になり、大切と思う故 に「自己を犠牲にして

でも」その対象に尽くしたいという気持ちにまで昇華されるようになります。

私自身の言葉として愛の定義を試みてみれば、「愛の対象が本来の姿とな

ることができるように主体が自己犠牲をも厭わず対象を支援する心」と言

えるように思います。このような思いがギリシャ語の「アガペ」という「惜

しみなく与える愛」の概念であってキリスト教が教える「愛」に相当すると

いわれます。これと対照的に恋愛における「愛」は対象である相手に「求
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める感情」を伴い、ギリシャ語の「エロス」という概念であるとし、キリス

ト教の愛とは異質であるとよくいわれます。確かに恋愛は片思いでは成立

しませんから、相手も又自分を愛して欲しいとの熱い思いとなるため、「エ

ロス」的色合いが強く出ますが、その成熟の過程で「アガペ」的愛をも

備えるものとなると私は思います。

§ 第９話　神を愛するとは

イエス・キリストは「心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主な

るあなたの神を愛せよ」といわれたのですが、人が神を愛するということ

はどういうことなのでしょう。考えたこともないという方には掴みにくい概念

であろうと思いますが、この愛は子が親に感じる愛に近いものといえるの

ではないでしょうか。神への愛を理解するにはその前提として、神が人を

愛しておられることをまず知ることが必要でありましょう。人間界における

愛の中で、「親子の愛」とりわけ母親のわが子を思う気持ちが最も神の愛

に近いものといわれています。それは母性として自己犠牲を厭わず子供を

守り通さなければ、一人前の大人に育てなければとの気持ちが根源にあ

るからでしょう。この母の思いと接し方は子供に安心感を与え、子供に母

への信頼と依存心を起させます。乳幼児は母の愛が注がれないと健全に

育たないということは、多くの事例から明らかにされていることです。親が

真に子に求めることは親である自分を大事にして欲しいとか、偉くなって欲

しいとかいう気持ちを越え、我が子が一人の人間としてしっかりと自己を

確立して歩む姿を見せてくれることでありましょう。その神 ( 親 ) の人 ( 子

) に対する願いに応えようとする人 ( 子 ) の思いこそが神を愛することに通

じるのではないでしょうか。聖書には人が神を愛することについての記述

は多くないように思いますが、１２弟子の筆頭であるペテロがサタン ( 悪

魔 ) よ！とイエス様からひどく叱られる場面が出てきます。「あなたは神のこ

とを思わず、人のことを思っている。（マタイ１６：23）」人の思いとは人
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間的な情に大きく左右されます

が、神の思いは本来のあるべ

き姿を求める点で大きく違いま

す。人は神様が自分を受け入

れ大切に思い、自分が成長す

ること、すなわちその人がその

人自身に成長するように守り導

いてくださっていることを知るこ

とにより、父のような神を慕い、

敬い、信頼して生きてゆく思い

が生まれるのではないでしょう

か。イエス様は神を父（アッバ）

と呼ばれました。アッバという

言葉はヘブル語で父という意味ですが、威厳ある父というイメージではな

く、幼子が「おとうちゃん」と呼ぶイメージ、すなわち、信頼しきって父の

胸に飛び込んでいくような時の呼び方です。これが神への愛ということでし

ょう。イエス様は生身の人間として最後のお仕事となる十字架に付けられ

る前、ゲッセマネという場所で父なる神に「できることならこの杯（十字

架に架かること）を過ぎ去らせて下さい。でも私の思いではなく、御心の

ままになさってください。（マタイ２６：39）」と祈られます。これこそが神

への愛の究極でありましょう。生身の人間として死を受け入れたくはないと

いう当然の思いがありながら、それがなさねばならないこと、神の御意思

であるならばそれを受容するという神への徹底した信頼と従順の気持ちで

す。ここがキリスト教の教える愛がヒューマニズムと決定的に違ってくる点

であるといえるでしょう。
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§ 第 10 話　聖書が語る神の愛と隣人愛

次に「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」との戒めですが、「神

を愛せよ」との戒めよりこちらの方がどなたにも理解しやすいかと思います。

聖書は神の愛を次のようなたとえ話で教えています。迷える子羊の話、放

蕩息子の話などです。群れから外れてしまい迷子になった１匹の子羊をも

おろそかにしないで探し求め、手をさしのべる神の愛。また、放蕩の限り

を尽くしたのち悔い改め、下男として使ってもらおうと帰ってきた息子を我

が子として歓迎する神の愛が語られています。これは神様が人を愛する形

として示されますが、この「神様が人を愛する心」が「人が隣人を愛する

心」の模範となるのでしょう。上記の戒めを、小僧の７０点メッセージで

分かり易い解説すれば「人は本能的に自分を大事にする心を植え付けら

れているものであり、他人のことは他人のこととして無関心とならず、他人

に起こったことを我がこととして受け止めなさい。そうすれば他者との関わ

り方にも血が通います。」ということでしょう。

聖書に記された次の物語を聞いてください。

「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、追いはぎに襲われ

た。追いはぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち

去った。ある祭司がたまたまその道を下って来たが、その人を見ると、道

の向こう側を通って行った。同じように、レビ人もその場所にやって来たが、

その人を見ると、道の向こう側を通って行った。ところが、旅をしていたあ

るサマリア人は、そばに来ると、その人を見て憐れに思い、近寄って傷に

油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに乗せ、宿屋に連れて行っ

て介抱した。そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、宿

屋の主人に渡して言った。『この人を介抱してください。費用がもっとかか

ったら、帰りがけに払います。』さて、あなたはこの三人の中で、だれが

追いはぎに襲われた人の隣人になったと思うか。」律法の専門家は言った。
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「その人を助けた人です。」そこで、イエスは言われた。「行って、あなた

も同じようにしなさい。」（ルカの福音書 10：25 ～ 37）

こここに出てくるサマリア人とは、サマリア地方に住むユダヤ人の親戚に

当たる人たちで、もとはといえば同じイスラエルの民であったのですが、外

国支配を受けたときに他民族の血が混ざったことでユダヤ人は大変に軽蔑

し嫌っていた人たちです。祭司とはエルサレムの神殿に仕え、礼拝を司るユ

ダヤ人の超エリートで、レビ人とはやはり神殿で祭司の補佐役をするエリー

トです。上記の善きサマリア人の話はユダヤ教のエリート達が困っている人

を見て見ぬふりで放置し、ユダヤ人から蔑まれていたサマリア人が災難にあ

った人を助けて愛を示したというお話です。このイエス様のたとえ話を分か

りやすくいえば「困っている人に出会ったなら、この人は私の隣人ではない

知らない人だからといって避けることな

く、あなたがその人の隣人となって助け

てあげなさい。それが隣人を愛するとい

うことです。」ということでしょう。

「隣人を愛せよ」の前には「神を愛

せよ」との前提があり、この二つの戒

めは対で理解しなければなりません。

それ故、この隣人愛は前述したように

所謂ヒューマニズムとは異なるものとい

わなければなりません。神が人に示す

愛はキリストの贖いに象徴され、その

究極の愛はヨハネによる福音書第 15

章 13 節に記されている「友のために命を捨てる、これに勝る愛はない。」

であります。そしてキリストであるイエスは人間の罪を身代わりとなって引

き受け、罪を贖う生け贄として十字架に架かって死なれました。
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ところで、友のために命を捨てるなんてとても出来ることじゃない。そん

なことを要求するキリスト教はやっぱりごめんだなんてつぶやいて居られる

あなた。そんなに尻込みしないで下さい。究極の愛を持って神様に従う立

派な人は聖人といわれるような人であって、我々並の人間にはできること

ではありません。先にも申しましたように、神が人に求めておられるのは立

派な行いではなく、神様を拒否したこと、間違ってしまったこと、できない

ことを認めて謝る（悔い改める）こと、神様に信頼をおいて歩むことです。

我々の間違い、足りなさは、基本的にイエス様が十字架の死によって贖っ

て下さったわけですから、既に解決済みです。ただ、我々俗人が罪を犯す

のは仕方がないことで、その代償としてイエス様は十字架にかかってくれ

たんだろうなどと居直るのではなく、罪を認めて謝罪する心と、にもかか

わらずそのような自分が受け入れられていることへの感謝、許された者とし

て新たに歩もうとする心だけは持ちたいものです。すなわち、子供の不始

末を親が代って償うのは当たり前だと嘯くようなどら息子ではなく、親の願

いと苦しみを理解する者でありたい。不始末を処理してもらうことに申し訳

なさと感謝を感じて、今後は親の気持ちに背かないように歩むことで親子

として心が通う関係を保ちたいということです。

§ 第 11 話　人間の欲求

アメリカの心理学者であるアブラハム・マズロは、人間の欲求は５段階

のピラミッドのようになっていて、底辺から始まって徐々に１段階上の欲

求を志すという説を唱えました。なるほどこの説はもっともらしいと私は思

っています。すなわち、その人間の欲求の５段階とは「①生理的欲求→

②安全の欲求→③親和の欲求→④自我の欲求→⑤自己実現の欲求」とさ

れています。生理的欲求と安全の欲求は，人間が生きる上での衣食住等

の根源的な欲求であり、のどが渇けば水を求め、空腹となれば食を求め、

危険に脅かされれば安全を求めるといったことです。親和の欲求とは、人
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は一人では生きてゆけず他人と関りたい、他者と同じようにしたいなどの

集団帰属の欲求です。自我の欲求とは、自分が属する集団（社会）から

価値ある存在と認められ、尊敬されることを求める認知欲求のこと、そして、

自己実現の欲求とは、自分の能力、可能性を発揮して創造的活動や自己

の成長を図りたいと思う欲求のことです。人生の意味を考察する哲学や宗

教の領域はこの第５段階に属するものといえるでしょう。

人は誰しも活動（仕事）に生き甲斐を求めるものであり、団塊世代な

どの真面目な日本人は仕事人間としてがむしゃらな生き方をしてきました。

組織人であれば組織内でより権限をもって運営に参画し、自分の思うよう

に活動したい。そのためにはできるだけ高いポストに座りたいとの思いか

ら、他者に後れをとらないようにと停年までひたすら走り抜いたという方も

多いでしょう。しかし、年齢が進み、組織から外れ上司の評価から開放さ

れてみると、あれは一体何だったのだろうかと疑問を抱いた方もきっと居ら

れるでしょう。家庭をもっと大事にすればよかった、子育て時期にもっと子

供達と向き合う時間を持てばよかったなどと、ちょっぴり悔いておられる方

も居られるのではないでしょうか。日本人にありがちな働き過ぎはよくない、

自分を見失う危険があるとキリス

ト教は教えています。そこで、教

会は日曜日を主日と決め、主なる

（自分の主人である）神を思う

日、すなわち神様と向きあい自

分を取り戻す日とすることを勧め

ています。「忙」という漢字は「心

を失う」と書きます。古代中国で

も賢い人は夢中になって働きす

ぎることの危険性を知っていたの

です。人から尊敬されたいとか、
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社会から価値ある存在と認められたいといった第４段階の「自我の欲求」

から、抜け出すのはなかなか難しいことかもしれません。しかし、いずれ

遠からず迎えることになるこの世との別れの時までに、人の評価よりも大事

となる自分が本物の自分となって朽ちない存在に成長しているかどうかが

心配ではないでしょうか。人間であるならば自分探しと自己確立をめざして

第５段階「自己実現の欲求」に進みたいものです。

§ 第 12 話　神が人を愛する方であるならば
何故人に苦しみを与えるのか？

時として、私達の周りには［不条理］としかいいようのない出来事が起

きます。例えば、２００１年ニューヨークで起きた９．１１テロの犠牲者

や２００５年の福知山線脱線事故の犠牲者などたまたまその場に居合わ

せた人が非業の死を遂げたことなどである。天災や人災に巻き込まれるな

どどう見ても本人の責任でない不合理な死に直面し、その家族にとっては

納得しようのない現実の前で、神も仏もあるものかとの心情になる。これ

も基本的に因果応報の考えが根底にあるように思われますが、心情として

は痛いほど理解できます。

　私も実際に、福知山線脱線事故の直前に２５歳になったばかりの甥を

交通事故で亡くすという出来事を経験しました。原因はダンプカーを運転

していた人の不注意によるもので、人生これからという若者の死にはなん

とも納得のいかないものを感じました。親・兄弟の思いはいかばかりかと

慰める言葉も出ずそのときはただただ断腸の思いでした。神が人を愛する

方であるならば何故人にこの様な不条理な仕打ちを行うのか、苦しみを与

えるのか？という率直な疑問が生まれます。この事象を見て無神論者は「そ

れ見たことか神様なんて存在しないのだ」ということでしょう。確かに、現

実に起こる不条理としかいいようのない事象の過程で、救いの手をさしの

べることのないように見える神様は何もしない冷酷な存在、無いに等しい
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存在のように映ります。

人には理解し難いこの事柄をキリスト教会はどのように説明できるのでし

ょうか。

　この難問、神のご意志を人間のこざかしい知恵で解明しようなどと思わ

ない方がよい、疑問は疑問として直接神様にぶつけるのが人間らしいと思

うのですが、小生はこの問題について次のように考えております。「人は神

の形に作られた。」そして、「神はこの地上の管理を人に任せられた。」と

の聖書（創世記）の言葉を思いおこすとき、人を神の形に作りこの世界の

管理者とされた神様は、人間の行動には無闇に干渉しないとのご意志が

働いているのではないかと思われます。神様は人を意のままに動く自らの

操り人形として造ることはなさいませんでした。人には自由意志なるものが

与えられ、神を否定しその御心に背くことすら可能である存在として造られ

ています。もし人の心がすべて善を行うように、間違いを起さないようにプ

ログラムされていたならば、人の善き行いにはなんの価値もなく、ただの

ロボットが行う味気ない作業でしかないでしょう。神様は聖霊によって人の

心へ働きかけ愛の行為を促し、正しい道への方向を示されるが、行動を

直接コントロールされることはなさらない。人の管理に任せられた地上の

ことには直接手出しをしないとの決意をもって、人間が自ら考え、管理運

営しより善い人間社会を形成することをひたすら希望しながらじっと見守っ

て居られる。神様は、有史以来繰り返されている殺人、戦争、欲望行為、

残虐行為、そしてそれらの犠牲者が生み出される不条理と思える様子をみ

つめつつ、お前達はまだ気がつかないのかまだ繰り返すのかと悲しみをこ

らえて我慢して居られるように私には感じます。

困難な状況の中でも何も助けて下さらないように見える神の存在ではある

が、自ら感じ、自ら工夫し、自ら努力して善い人間社会を作り上げることを

ひたすら願いつつ、じっと忍耐して見守って居られる。それが地上（宇宙）

を人の手に委ねられた神のご意志なのではないかと小生には思えるのです。
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§ 第 13 話　人は神の形に作られている

旧約聖書の創世記 1 章 26 節 27 節には「神はいわれた、『我々にかた

どり、我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、

地を這うものすべてを支配させよう。』神はご自分にかたどって人を創造さ

れた。神にかたどって創造された。男と女に創造された。」と記されている。

これは神様が我々と同じ二足歩行の両手使いで、人間のような目鼻立ちの

姿・形をしているという意味では勿論ない。「神のかたち」Imago Dei は、

エリクソンという神学者によるまとめでは歴史的に３通りに解釈されてきた

ようである。１つは実体的見解といわれるもので、「神の性質を分け与え

られ、知性と感情、意志をもつ存在であること。」とされ、一番オーソドッ

クスで伝統的な解釈とされているものである。２つ目は関係的見解といわ

れるもので、「神と関係をもち、応答できる能力を指す。」とされ、神学者

であるブルンナーやバルトに代表される解釈である。３つ目は機能的見解

といわれるもので、「神の代理人としての統治権をさす。」という聖書の文

脈に重点をおく理解である。

　まあ、神学者の説明は分かり難いという方のために、例によって、小僧

の分かり易い７０点解説を致しますと、「神の形」とは一言で言えば「神

の心を知ることのできる者」、すなわち、善悪を考え、他者を愛する心、

美しいものを美しい、悲しいことを悲しいと感じる感性を持ち、自らの行

動を決める自由意志、そして工夫をしてものを作る能力が備えられた霊な

る存在といえるように思います。ただし、人にはものを作る能力が与えら

れているといっても自然法則を利用した範囲のもので、神様のように無か

ら有を造る能力は備えられておりません。人間が他の動物とどこが異なる

かといえばこの「神の心を知ることのできる者」として造られている点では

ないかと小生は思っています。
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§ 第 14 話　生まれながら障がいを負った人のことを思えば
やっぱり神様は不公平

　え！質問ですか。お答えできるかどうか分かりませんが何でしょう。

「生まれながらに障がいを持った人がいるけれど、このケースなどは、い

わば呪われた存在のように世に送り出さたようにみえてしまう。神様はやっ

ぱり理不尽ではありませんか。」　おっしゃるとおり、人生の出発点で既に

ハンディーを背負わされた人がいます。本人は一生そのハンディーを背負

って人一倍の努力を強いられ生きていかなければなりません。確かに、人

の目にはこれは不公平と見えてしまいます。その方の親にしても、生まれ

てきた子供が障がいを持っていた場合、その思いは如何ばかりでしょう。

神様を呪いたくなるのも無理からぬことと思えます。この難しい問題につい

ては聖書にも記述があって、イエス様は次のように答えておられます。

「またイエスは道の途中で、生まれつきの盲人を見られた。弟子たちは彼

についてイエスに質問して言った。『先生。彼が盲目に生まれついたのは、

だれが罪を犯したからですか。この人ですか。その両親ですか。』イエス

は答えられた。『この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。神

のわざがこの人に現われるためです。』」（ヨハネの福音書 9 章 1-3 節）

弟子達は昔から言い伝えられているように「障がいは神の罰」に違いな

いと考えたようで、生れつきというのは本

人の前世の罪が原因か、親 ( 先祖 ) の罪

が原因の罰なのだろうかと疑問に思い、

イエス様に尋ねたのである。しかし、イ

エス様の答えは「この人が罪を犯したの

でもなく、両親でもありません。神のわざ

がこの人に現われるためです。」でありま

した。では「神の業が人に現われる」と

は一体どの様なことなのか少し考えてみ
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たいと思います。

さて、皆様は乙武洋匡さんという方をご存知でしょうか。氏が大学在学

中に出版した自伝『五体不満足』は 500 万部を越す大ベストセラーになり、

その後今日に至るまで相当数の販売実績を続けているそうである。先天性

四肢切断（生まれつき両腕両脚がない）という重い障がいをもって生まれ

た方であるが、都立戸山高校を経て早稲田大学に進学する。大学時代に

早稲田のまちづくり活動に参加し、このまちづくり活動を取材した NHK の

番組出演がきっかけとなって、障がい者としての生活体験をつづった『五

体不満足』を執筆することになったとのこと。氏は障がいを負っていること

をものともせず「障がいは不便です。しかし、不幸ではありません」とき

っぱりと明るく言い切る。これは軟弱な健常者である我ら凡人が圧倒され

てしまうなんとすごいメッセージではありませんか。この様な氏の有り様を

見て私は「彼の上に神のわざ（栄光）が現われている」と実感した。脚

がないから歩けない。電動車椅子を使って移動しなければならない。この

現実はどう見ても不自由である。にもかかわらず、本人はその事実を不幸

と思って悲観するところがない。自らの障がいに目を背けることなく現実を

あるがまま受け入れてそこから出発して居られる。そのように前向きに生

きる姿勢の中で、負の遺産を持たされたと思える現実が見事にプラスの財

産に変換されている。身体的には障がいを負わされているが、氏の人格、

霊なる存在は至って逞しく、大きく成長して居られるのである。人はこの世

においては体と霊（人格）とからなる存在であると申し上げました。そして、

体は障がいの有無にかかわらずいずれ生物学的な死をもって朽ちていきま

すが、そのとき大事であることは人生において刻んだその人の像、すなわ

ち霊（人格）であります。これこそが、神様の目から見た関心事であるの

です。

勿論、すべての障がい者の上に神のわざが現われる訳ではありません。

障がい者として生まれた我が子を見て親が悲観し、親が子に適切な愛情
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を持って育てられなければ子供は健全に育ちません。最近育児ノイロー

ゼから、我が子を殺害してしまうような不幸な出来事が頻発していますが、

このような親の対応ではその人の上に神のわざ（栄光）が現われることは

なく、悲劇を招くことになってしまうことでしょう。しかし、乙武洋匡さんの

場合、親御さんの対応はいわゆる世間で言うところの障がい者への対応と

いう感じでは全くなく、基本的に健康な子供として育てられたようで、何と

もすごい親御さんであったと感心させられます。このことを氏自身「重度の

障がいはあるけれど、まずは両親に恵まれ、先生方、地域の方々、そし

て友達に恵まれたからこそ、卑屈にならず、前向きに人生を歩んでくること

ができました。」と感謝して居られる。そして、氏は 2003 年に、長崎で起

きた当時 12 歳の少年による園児誘拐殺害事件について「凶悪犯罪の低

年齢化だ」「酒鬼薔薇の再来だ」といったものばかりの報道に対してすご

く違和感を持ったと語って居られる。それは、「周りの大人たちは何をして

いたのか」という視点が大きく抜け落ちてしまっているように感じたからと

本質的な鋭い指摘をされている。子どもは大人や周りの環境で大きく変わ

っていくものだと気付いたときに、改めて自分はすごく恵まれてきたなと思

い、自分が得てきたプラスの部分を、今度は僕から子どもたちの育つ環境

に還元したいと教育者の道に進んだとのことです。負の事象と思える障が

いが、その現実にきちんと向き合って懸命に生きるときその障がいは本人

だけでなく周りにいる人々へも多くの学びと深い感動とをもたらせるもので

あること見せて頂きました。改めてこの人の上に神のわざが現われたと私

には思えるのです。

「神の力は弱い所に完全にあらわれる」。（コリント人への第 2 の手紙第 12

章９節）
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§ 第 15 話　新約聖書と旧約聖書

　キリスト教には聖書という教典があることは、日本人によく知られている

といって良いでしょう。その聖書には旧約聖書と新約聖書と二種類あること

も周知されているようです。では、旧約聖書と新約聖書の違いはとなると

旧約聖書は旧教（ローマカトリック）の聖書で、新約聖書は宗教改革によ

って生まれた新教（プロテスタント）の聖書であると思われている方が案

外多いようです。しかし、それは間違いです。旧約聖書はキリスト教成立

前の書物、すなわち、キリスト教誕生の基礎であったユダヤ教の文書なの

です。これに対して、新約聖書はキリストの復活後にキリスト者によって書

かれた文書がまとめられたものです。旧約とか新約という言葉が使われて

いますが、これは神とその民との間に結ばれた古い契約、新しい契約とい

う意味を持っています。旧約聖書には全３９巻の文書が、新約聖書には

全２７巻の文書が編纂・収録されております。旧約聖書は大きく分けてモ

ーセ五書 （ユダヤ教ではトーラと言う）、歴史書、知恵文学、預言書、旧

約聖書続編からなっている。これらの書物はもともとユダヤ教の中で生ま

れたものであり、ユダヤ教、キ

リスト教ともに聖典としている

が聖書としての構成は若干異な

るとのことである。また、イエ

ス様の時代に「ヘレニスト」と

呼ばれた外国生まれのギリシャ

語を話すユダヤ人たちが大勢お

り、その人達のためにヘブライ

語のユダヤ教文書をギリシャ語

に翻訳した７０人訳聖書が存在

し、初代キリスト教会ではこれ

を聖書として用いていたとのこ
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とである。また、新約聖書については３９７年に開かれたカルタゴ教会

会議で、新約聖書２７文書の正典化が決められ、西方教会で定着したと

言われている。また、この２７巻には４つの福音書、初代教会の記録で

ある使徒言行録、各地の教会宛などの書簡、黙示録とが収録されている。

この２つの書物を聖書、すなわち、キリスト教の聖典とはっきり定められ

たのは４世紀乃至５世紀頃になってからではないか、それは聖書の多義

性と各地に存在した複数の教会間の解釈の違いを解決し、神学的教義を

統一するためになされたものであろうと推定されます。

ところで、キリスト教に何故、キリスト教以前のユダヤ教の書物である

旧約聖書が必要なのかと疑問をお感じになる方があるかもしれません。そ

れは、旧約聖書の文書には神に選ばれ、導かれつつも神に逆らった道を

歩んできた古代イスラエル民族の歴史が、そのまま人間の有り様、生きる

姿をみごとにモデル化して表現・記録されているためであり、それらの文

書はイエス・キリストによる人間の救いの必要性と意味をその背景から理

解する上で、極めて有効というより必須の内容であるからと小生は理解し

ております。ですから、キリスト者はこの旧約聖書の内容を単に古代イス

ラエル民族の歴史としてだけではなく、自らの生き方の軌跡を重ねて読み、

学んでいるように思えます。

　新約聖書には４つの福音書が入っています。福音書とはイエス様の御

言葉、行動を書き記すことにより、ナザレ人イエスが本当にキリスト（救

世主）であったと証言することを目的として書かれたものであります。この

ような福音書は聖書に収録されているこの４つだけではなく多数の人が書

いており、他にも存在しておりました。そのうち、この４つが選定され聖書

に入れられたと言うことになります。それぞれの福音書は各地の教会で選

択的に使用されていたようでユダヤ人系の教会ではマタイ福音書が、異邦

人系の教会ではルカ福音書が、マルコ、ヨハネは傍流教会で使用されて

いたといわれています。さて、その記述を比較してみると、同じ事柄を記
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述している箇所が数多くあるのですが、少しずつ異なる内容となっていま

す。愚かにも小生は若い頃、この相違点はどちらかが間違いであろうから、

教会は違いを検証し修正して内容を統一したほうが聖書の信頼性が増して

よいのにと考えたものでした。また、新約聖書の冒頭に編纂されている文

書はマタイ福音書です。その書き出しはダビデの子主イエス・キリストの

系図となっていて、アブラハムから始まる代々の人名が続きます。メシアは

ユダヤ黄金時代の王ダビデの末裔として生まれるというユダヤ社会の伝承

に基づいて、ユダヤ人である福音記者マタイはナザレ出身のイエスがダビ

デの子であることを立証したかったのでしょうが、我々日本人には全く無味

乾燥な記述です。キリスト教を学ぼうと聖書を手に入れ、せっかく読み始

めたもののこの系図ですっかり興味が喪失され頁を閉じてしまった人が一

体何人いただろうか。せめて、順番を入れ替えヨハネ福音書を冒頭に持っ

てくれば宣教的効果はよほど高くなるのにと考えたものでした。この考えは

いまでも基本的に変わりませんが、人間的な思いで聖書に手を付けないと

言う教会の姿勢も大事かなと思います。しかし、皆様にはこの箇所で躓く

ことなく是非先に読み進んで戴きたいと願います。

　最近知ったことですが、２世紀当時、４福音書を基に統一折衷福音書

を作る試みをした人がいたようですが、全教会的には受け入れられなかっ

たとのこと。それぞれの福音書を大事にしている各教会がそれを認めなか

ったのであろうと推察されます。オリジナル文書に手を加えず、複数の文

書を共存させたことは正しい選択であったと今では小生も強く思っておりま

す。それは例えば一つの事象を複数の人が見聞し、それぞれに記録を残

した場合には、細かい点で記述が異なるのはよくあることというか、当然

のことです。記録者はそれぞれの感性で事象を受け止め、それを記述しま

すから、強調点が少しずつ異なってくることは当然でしょう。一つの記述か

らはその事象について平面的な理解しか得られませんが、視点を異にした

複数の記述があるということは、複数の記述を総合することによりその事
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象を平面的にではなく立体的に捉えることができるという効果を生じます。

その意味で、本来のイエス様のメッセージの趣旨が変わってしまう程矛盾

していては困りますが、そのようなことはなく、むしろ、複数の福音記者

の強調点が若干異なると言うことによって、読者である我々に豊かな読み

方を可能にさせてくれていると感じています。

§ 第 16 話　最後の審判とは

神様は人を神の形に作り、自ら作られた地上（宇宙を含む全世界）す

なわち、この世を人間に管理させるようになされた。この世に生を受けた

人間はこの世の存在としての体と神の形としての霊とが備えられ、限られ

た時間与えられた状況の場でそれぞれの思いと決断を重ねつつ人生を歩

むこととなるのですが、キリスト教には「最後の審判」といわれる教義が

あります。それは平たく言えば人生を終えて神の前に立たされたとき、そ

の人が生きた人間であるか死んだ人間であるかの審判がなされるという内

容です。死んでから立たされるのだから、当然皆死んでいるなどと単純に

考えないでください。ここで問われる「生きているか、死んでいるか」と

いう内容は生物学的な命ではありません。そもそもキリスト教が問題とす

る命とは生物学的な命ではなく、体は朽ちても本物の人間として朽ちるこ

とのない霊なる自己が確立できているか否かということです。

この最後の審判は日本人には子供の頃絵本で見たり大人達から聞かさ

れた閻魔大王による極楽行きと地獄ゆきの裁きの話とイメージがダブるの

ではないでしょうか。昔大人から伝え聞かされた閻魔様は死んだ人間一人

一人に「お前は生前どんな行いをしてきたか」と問うという話で、人生を

総括し善い行いをしてきたか悪い行いをしてきたか天秤にかけられて判定

され、善人は安楽な世界に送られ、悪人は釜ゆでや火に焼かれる責め苦

に遭わされるという内容であったように記憶しています。かつての同僚が

郷里で過ごした幼児期に、お寺の日曜学校に通い、和尚さんから地獄絵
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を見せられ、悪いことをするとこの様な地獄へ送られるのだと聞かされ、

子供心に「恐ろしい、悪いことはしないようにしよう」と思ったものと懐か

しそうに話してくれました。キリスト教の中でもルネッサンス期に描かれた

ミケランジェロの作「最後の審判」（バチカン：システィーヌ礼拝堂のフレ

スコ画）では彼自身が皮一枚にされるというこれと似通った描写がなされ

ていますが、聖書には地獄の責めを連想させる記述は見当たりません。ヨ

ハネ福音書第５章、テモテへの第２の手紙４章、使徒行伝第１０章４２

節などの記述からは最後の審判では裁く方がイエス・キリストであること、

なされることはその人が生きているか死んでいるかの判定であると記され

ています。マタイ福音書第２５章 31-46 には人を羊と山羊とを分けるよう

に、いと小さな人に援助の手をさしのべた者としなかった者に分け、いと

小さな人にしたことはすなわち私 ( イエス・キリスト ) にしたことであるから、

前者には永遠の命を後者には永遠の罰 ( 死 ) を与えると記されている。こ

れは生前の行いの善し悪しが問われているように聞えるかもしれませんが、

そうではなく、弱い者、小さい者の存在を心の中に受け止め、大事にする

生き方をしてきたか否か（生きる

姿勢）が問われていると考えられ

ます。それが霊なる人として健全

に生きていることを見分けるバロ

メータとされるということであろう

と小生は考えています。

小僧の７０点解釈で少々乱暴に

しかし分かり易く申しますと、この

世の損得を考える人は権限を持っ

た地位の高い人、お金持ちを大事

にすれば、いつか自分にもその人

からお裾分け、お返しが廻ってくる
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とのさもしい期待が意識下にあり、視線をそちらに向け、こびへつらいます。

反面、見返りの期待ができない貧しい者、小さい者の存在には関心が持

てず、無視致します。そのようにこの世の損得を行動基準としている人は

体と共に朽ちる世界でしか生きておらず、神と人とを愛する心をもった霊と

しての自己を育てていないことになります。要するに最後の審判では生み

出され生かされた人生の過程で、「お前は朽ちることのない自分を育てて

きたのか」すなわち、人生を通じて作り上げた自らの実存が問われるのだ

と考えられます。

§ 第 17 話　キリスト教の最大のお祭りはクリスマスではなく、
復活祭である。

キリスト教が最も大事にしているお祭りはクリスマスと考えている日本人

は多いと思います。しかし、キリスト教が最も大事にしているお祭りは実は

日本人にはなじみの薄い「復活祭（イースター）」なのです。キリスト教

はイエス様が金曜日の午後十字架の刑を受けて死に、当日を第一日目と

数えた三日目の日曜日に甦って人々の前に現われ、地の隅々にまで福音を

述べ伝えよと命じられたことによって、成立した宗教です。ですから、イエ

スの十字架の死と復活がキリスト教の中心的な出来事であるのです。クリ

スマスはキリスト（救世主）

が世に遣わされてお生ま

れになったことを記念して

喜び感謝する日です。ロ

ーマ帝国の弾圧下にあっ

た初代教会ではクリスチャ

ン達は命がけで信仰を守

っておりましたのでクリス

マスを祝う心のゆとりはあ
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りませんでした。しかし、人目に触れぬところ（地下墓所であるカタコンベ

等）で、クリスチャン達によって復活祭と復活を覚える日である日曜日の礼

拝は厳粛に守られていました。クリスマスについてはコンスタンチヌス大帝

によってローマ帝国の禁教令が解かれた後、祝われるようになったもので

すが、１２月２５日にイエス様が生まれたという記録は聖書にも他の文献

にもありません。ルカによる福音書に記されたイエス誕生の記述では、そ

の夜羊飼い達が寝ずの番をしていたとあります。パレスティナ地方の１２

月２５日は極寒の時期であることから、羊飼い達が夜に野原で寝ずの羊

の番をするはずはないのです。そもそもこの日は、ローマの「太陽神の祭

り」の日であったのです。冬至を越えると日毎に日中が長くなることから太

陽が力を増す日として選定されたとのことです。ではなぜ、この日をクリス

マスとしたのか？それはローマに住むクリスチャン達が異教の祭りに誘惑さ

れないように、教会がその日をイエス様の誕生日、クリスマスと決め、信

徒を教会に集めたのだという説があります。太陽神の祭りには人が浮かれ

て集い、無礼講という不道徳な行為が横行していたため、心の弱いクリス

チャンがその誘惑に負けないようにとの教会の教育的配慮からであったと

いうことです。まあ、そんなことであったかもしれないと、小生も推測して

おります。ところで、ロシア正教など東方教会では１月６日をクリスマスと

して祝っています。因みに西方教会（ローマカトリック、聖公会、プロテス

タント諸教会）では１月６日は三人の東方の博士がイエスを訪問した日（顕

現日）として祝っています。

§ 第 18 話　　キリスト教の最大のお祭り復活祭

キリスト教において最も大事なお祭りである「復活祭」について話を致

しましょう。教会が何故復活日を守り大切にするのでしょうか。それはイエ

ス・キリストが十字架の死を経て復活されたことにより「罪と世と悪、そし

て死」に打ち勝たれ、私たち人間を罪と死から開放して下さったと信じて
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いるからです。天地創造以来の長い歴史の中で、神様と人間との間にでき

てしまった深い溝、すなわち、神の形に作られた人間が神の思いを忘れ、

与えられた知恵と自由意志を用いて富とこの世の権力、栄誉、その他の

朽ちる世界の欲望に執着し、神から遠く離れた存在となってしまった状態、

そこから人間を神様の下に引き戻すためには、その深い溝をわたすかけ

橋を架けなければならない。そのための犠牲がイエス様の十字架であると

いう考えです。

この話を身近な例で考えて見ましょう。立派な人間に育って欲しいと願

った親が息子を遠く離れた都会の学校に苦労して仕送りをし、通わせてい

た。ところが、その息子は誘惑の多い都会生活の中で悪い友達につかまり、

放蕩に身をやつし周りの人に迷惑を掛ける困りものの存在となってしまっ

た。しばらくしてそれに気が付いた親はどうするでしょう。まともな人間に

戻って欲しいと願う親はまず、息子をしかり、ものの道理を説いて聞かせ

るでしょうが放蕩が身に染みついてしまった息子の改心は容易には期待で

きません。ショック療法をねらい勘当したりしても、厄介払いされたくらい

に思いひねくれていくのが関の山。反対に今までのことは水に流すからこ

れからは真面目にやれと、親の寛大さを示しても、そのときだけごめんな

さいこれからは真面目にやりますというでしょうが、親なんて甘っちょろい

ものよと舌を出すのが目に見えています。そのような状態に堕ちた息子が

立ち直るためには、息子自身が過ちに気づき悔い改めて新たな歩みをす

る強い決意を持たなければ始まりません。親の単なる優しさ、単なる厳し

さではなかなか通じるものではないと思います。息子に過ちを気づかせる

ためには親の子を思う気持ちが生半可でないこと、自ら犠牲を引き受けて

でも息子を立ち直らせるのだという覚悟を息子に示すことが必要でしょう。

最も有効な手立ては悪の道を進もうとする息子の前に我が身を挺して立ち

はだかることではないかと思います。

イエス・キリストの十字架の死はまさに罪を重ねた人間に対する神様の
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立ちはだかりではないかと小生は思っています。自らを弱い人間の姿に宿

し、生身の人間としての死の苦しみを引き受けつつ贖罪の生け贄（神の

小羊）となられた。その壮絶な姿を見て人は何を感じるでしょうか。この

出来事の前に神の御心が何であるかに気づかなければならないでしょう。

そして、イエス様の十字架の死は肉体の死をもって終わりませんでした。

弟子達や多くの人々の前に復活の御姿を現されたと聖書は記しています。

イエスに連なる者であるとしての権力者による処罰を恐れ、人目を忍んで

家に鍵を掛けて潜んでいた弟子達は、自分たちの中に立つ復活された主

イエスの姿を見て勇気づけられ、目が覚め、命の危険を顧みずイエス復

活の証人となって宣教を始めたと聖

書は伝えています。イエス様の生涯

を考察するとき、弱い人貧しい人と

共にあって人々に愛を説き、多くの

人々に勇気と希望を与えたとはいえ、

この世の人生は死刑という結末であ

り、どうみても成功した人生とはいえ

ません。この愛の革命は失敗に終わ

ったかに見えます。しかし、失望のど

ん底にあった弟子たちの中に姿を顕

されたイエス・キリスト。この出来事

によって、この世の価値観が打ち砕

かれ、失敗が成功に、敗北は勝利へ

と逆転させられたのです。そして、この時、キリスト教が成立したのです。

死んだ人が甦るという現象はこの世の法則である自然法則からは、また、

我々の常識からはあり得ないことであります。因みに、復活されたイエス

様の有様は聖書の記述を見るところではこの世の生物学的な存在ではあり

ませんでした。復活されたとはいえ、またもとの生身の人間としての生活
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を再開なさったわけではありません。聖書の記述によれば４０日間にわた

り度々人前に姿を現わした後、「再び来るまで世の隅々にまで福音を述べ

伝えよ」と弟子達に言い残し昇天されたとある。復活という出来事はこの

世の法則を越えた次元の現象であり、朽ちることのない霊なる存在は時間

と空間というこの世の次元を超越したものであるということを心に留め、今

日のお話しは一応終わりにしたいと存じます。

　キリスト教信仰の核心はこの復活であり、イエス様は罪と死に打ち勝た

れ、私たちの先駆けとして復活の初穂となられたとして教会はキリスト教の

原点である復活日を最も大事な祭りとして祝うのです。

§ 第 19 話　人は神と富とに兼ね仕えることはできない。

「だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他

方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじるからである。

あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできない。」( マタイ 6:24)

　さて、人間にとって最も欲望をかき立てられる種は富ではないでしょうか。

お金があれば衣食住に係る大抵のものを手に入れることができますから、

誰しもがお金は欲しいとの思いをもちます。豊かな生活を望み職業を選択

する際にはより給料が高い職種や職場にするのが人の常です。お金はこの

世の生活になくてはならないものであり、教会といえどもお金なしには成り

立ちません。実際、献金を集めて宣教活動、教役者や事務職員の給与、

施設の維持管理、そして、貧しい私たちの教会では僅かしかできていませ

んが困窮者への救援、人道活動への支援などに使っています。

上記の聖書の教えは富（お金）が悪であるというのではなく、富（お金）

は人が使うものであって、至上のものではないから、それに振り回され、

隷属するようになってはならないということでしょう。しかし、頭でそのよう

に理解できても、富（お金）への執着は欲望のパン種となって人の心の
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中で膨らんでゆき、人の心を蝕んでゆきます。この世を安楽に過ごすには

なんといってもお金が最も便利で有効な保証となりますから、人は自分（達）

のためにできるだけ富を蓄えておきたいという気になります。しかし、その

気持ちには度が過ぎないようにたが（箍）を嵌めておかなくてはなりません。

人はお金が至上のものではないことをよく知っております。強盗に入ら

れ、「全財産を差し出せ、さもなければお前の命をもらう」と脅されたなら、

多くの人は命が惜しいので全財産を差し出すでしょう。ということは自分の

命、この場合生物学的な命ですがこれはお金より大切、「命あっての物種」

という認識を持っていることになります。しかし、この場合、全財産を放棄

することにより生物学的な命を留保しましたが、その人の霊としての命が

確保されたわけではありません。それはその後の、その人の生き様次第と

いうことになりますが、まずは生物学的な命を留保し、自己実現の機会を

担保したことで上記の選択は正解であるといえると思います。では、この

自己実現（霊的な命）が生物学的命や富とどちらが大切かということにな

りますと、答えは簡単ではなくなります。我々並の人間にはとてもできない

ことですが、人間の社会には財産が自分のためのものではなく、多くの弱

い人、小さな人のための使われるべきもの、彼らを守る上で必要なもので

あり、強盗などにあげてしまって良いものではないとして、自分の命に換

えてでもその財産を守り抜くという崇高な人がいることも忘れてはなりませ

ん。キリスト教のメッセージは、「富よりも自分の生物学的な命よりももっと

大切なものがある。それは神と人とを愛することである。」ということです。

「（いと小さき者の中にいる）私のために、自分の（生物学的）命を失う

ものは、それ（霊的な命）を救うであろう。たとえ全世界を手に入れても、

自分自身を失ったり、損じたりするならば、なんの益があるだろうか」（ルカ、

９章、23-25：ただし、括弧内は小僧の加筆）。

蛇足ながら、この「神に仕えるか、富に仕えるか」の問題について小僧

の７０点解説を致しますと、この問題は「あなたは宝をこの世に蓄えます
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か天に積みますか」という問いに帰着するのであって、自分の重心（価値観）

がこの世に置かれているときは富に隷属している状態であり、自分の重心

を天に移している人は神様に従って生きる姿勢が自己実現に努めている状

態ということになります。我々弱い人間には最も難しい命題の一つであると

いえるでしょう。

§ 第 20 話　金持ちが天国に入るのは駱駝が針の穴を通るより難しい。

　これも、富に関するお話しです。新約聖書（マタイ１９章 16 － 26 節）

に書かれている次の話を聞いて下さい。

さて、一人の男がイエスに近寄って来て言った。「先生、永遠の命を得

るには、どんな善いことをすればよいのでしょうか。」イエスは言われた。「な

ぜ、善いことについて、わたしに尋ねるのか。善い方はおひとりである。

もし命を得たいのなら、掟を守りなさい。」男が「どの掟ですか」と尋ねると、

イエスは言われた。「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証するな、父母

を敬え、また、隣人を自分のように愛しなさい。』」そこで、この青年は言った。

「そういうことはみな守ってきました。まだ何か欠けているでしょうか。」イ

エスは言われた。「もし完全になりたいのなら、行って持ち物を売り払い、

貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。それから、

わたしに従いなさい。」青年はこの言葉を聞き、悲しみながら立ち去った。

たくさんの財産を持っていたからである。 

　イエスは弟子たちに言われた。「はっきり言っておく。金持ちが天の国に

入るのは難しい。重ねて言うが、金持ちが神の国に入るよりも、らくだが

針の穴を通る方がまだ易しい。」弟子たちはこれを聞いて非常に驚き、「そ

れでは、だれが救われるのだろうか」と言った。イエスは彼らを見つめて、

「それは人間にできることではないが、神は何でもできる」と言われた。
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　この青年、優しい心の持ち主であり、真面目な生き方をしている人物で

あると推定されます。旧約聖書に記されている律法を誠実に守り、神様か

ら永遠の命を戴きたいと切望しています。モーセの十戒と「隣人を愛せよ」

との申命記の律法を守りなさいとのイエス様のお言葉に、それは守ってお

りますと、自信を持っていえたのですが、「まだ何か欠けているでしょうか。」

との問いに「もし完全になりたいのなら、行って持ち物をみな売り払い、

貧しい人々に施しなさい。」とのお答えが返ってきて、ここでこの青年は躓

いてしまいました。沢山の財産を持っていたためと聖書は説明しています。

財産家である彼は、持っている財産の一部を人に分けることはできても全

部上げてしまうことなどできない。自分を守り、支えているのは財産である

から、これを失っては自分の存在そのものが危うくなると考えたのでしょう。

裕福な家庭で豊かな生活を満喫してきたこの青年には「持ち物を売り払い、

貧しい人々に施しなさい。」とのイエス様の勧めは到底応えることのできな

い不可能な事柄としか思えなかったのです。

日々の生活に必要なものを備えている程度の財産しか持ち合わせていな

い小生のような庶民であっても、その虎の子の財産に執着致します。貧し

い人、助けを必要としている人を見てもそれをぽんとすべて差し出す勇気

はありません。まして、財産家にとっては尚更不可能と言うことになるので

しょう。イエス様は言われます。「金持ちが天の国に入るのは難しい。金

持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」随

分と厳しいお言葉です。青年は「隣人を自分のように愛しなさい。」との

戒めは守っているとの自負心があるようですから、多分、なにがしかの財

産を用い他者への慈善行為を心がけていたのでしょう。そのような青年を

人々はなかなか立派な人物と評価をしていたものと思われます。そのため、

弟子達は驚いて、この評判のよい人が救われないと言うのなら、一体だれ

が救われるのだろうかと疑問を発したのでしょう。

イエス様の答えは「それは人間にできることではないが、神は何でもで
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きる」でした。皆さんはこのお言葉をどの様に解釈なさいますか。神の目

から見れば弱者の存在を心にとめ、援助の手をさしのべる青年の姿は好

ましいが、基本的に財産にしがみついて生活しているこの人は朽ちる世界

に生きており、霊なる存在として生きていないため、永遠の命は育たない

ということになります。がっかりして、すごすごとその場から立ち去る青年

の背中に注がれたイエス様のまなざしは決して「財産に執着するおまえは

落第だ」と切り捨てるような冷たい視線では無かったと小生は推察します。

人間の弱さを思いやり、それを乗り越えることのできないでいる人間をあ

われみつつ、その現実にもかかわらず神様はおまえを見捨てない、救い

の手をさしのべてくださるのだ。そのために私が遣わされたのであり、まも

なく、十字架で人間の罪、神に従わず自らの欲の奴隷となっている躓きの

贖いをし、復活を通してその実現の証を示すからというものであったであ

ろうと小僧は感じています。「神様は何でもできる」とは、本来は滅びの道

にある者も決して見捨てないで救いの道を示してくださるということだと思

います。

§ 第 21 話　クリスチャンは何故毎週日曜日に教会へ行くのでしょう。

　クリスチャンでない日本人から見ると、クリスチャンはどうして毎週日

曜日に教会へ出かけるのか、不思議に思われるようです。小生も友人達

から日曜日の企画に参加しないかと誘われましたが、よく、NEVER ON 

SUNDAY（日曜日はダメよ）とつれない返事をしてきました。「私なんぞお

寺さんに行くのは親族の法事の時くらい、墓参りも親の命日にたまに行くだ

けだぞ。君は何で毎週毎週教会にいかなくちゃならないのだ。」とよくいわ

れたものです。そんなとき、「罪が深いから、毎週懺悔に行かなければな

らないのさ。」と冗談半分に答えてきました。

クリスチャンが日曜日に教会へ行くのは前にも触れましたが、第１には

主イエスの復活された日を記念し、信仰者が共に集って祈るためといえる
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でしょう。神様はどこにでもおられるのだからわざわざ教会に出かけなくて

も各自の場所で祈れるじゃないかと思われるかもしれません。確かにその

とおりではあるのですが、一人で祈るのではなく、信仰者が共に集って祈

り、聖餐に与るというこ

とが大事なのです。ま

た、第２には一週間働

いたら一休みして自分を

取り戻す時とするためで

す。６日働いたら１日

休むという習慣は旧約

聖書の創世記にある天

地創造物語で、創造の

作業の過程において「神

は７日目に休まれた」と

の記述に基づいたユダ

ヤ教の習慣でした。ユダヤ教の安息日は土曜日ですが、キリスト教では主

イエスが復活された日曜日を主日と決め、この日は神を思い自分を取り戻

す日としています。ユダヤ教の安息日（安息日を聖として忘れてはならない：

十戒）もキリスト教の主日も人は働きずくめで自分を見失ってはいけない

ので、働きを休止して神を思う日を持つべきであるという趣旨で一致して

いるといえるでしょう。

では、クリスチャン達は日曜日に教会に集まって何をしているのかといえ

ば、まずは第一に礼拝を行っているのです。礼拝とは一言で説明すれば参

集者が共同でおこなう祈りであるといえると思います。私たちの聖公会や

ローマカトリックでは聖餐式（ミサ）が中心の礼拝であり、プロテスタント

教会ではみ言葉を学ぶ説教が中心の礼拝となっていて、若干その形態が

異なります。聖餐式（ミサ）は前半が御言葉の礼拝、後半がパン裂き（聖
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なる食事）の礼拝という構成が採られています。御言葉の礼拝ではその日

のテキストとなっている旧約聖書と新約聖書（使徒書と福音書）が読まれ、

大抵はそれを題材とした説教が語られます。パン裂きの礼拝は、主イエ

スが捕らえられる直前の最後の晩餐の時に、「パンを裂いて分け与え、葡

萄酒の杯を回してこれからは私の記念としてこれを行ないなさい」（ルカ：

22章19節）と言われたことを伝承するもので、本来的に共にする食事です。

パンはキリストの体を、葡萄酒は罪を赦すために流されたキリストの血を

象徴しているとここでは説明しておきます。「象徴」などという説明は間違

っていると神学者に叱られてしまうことでしょう。聖別されたパンと葡萄酒

には真実なる臨在（real presence）があると信仰者には認識されており、

その本質はキリスト教の奥義に係わる部分であります。門前の小僧が皆様

に正しく説明できる内容ではありませんので、「象徴」という表現でお許し

下さい。

聖餐式（ミサ）において参列者は御言葉の礼拝で福音を学び、共に祈

り、生活（思いと言葉と行い）での過ちを懺悔をし、神の赦しと聖餐に与

って、それぞれの持ち場（生活の場）に送り出されるというプロセスとな

っています。前回お話しいたしましたようにキリスト教では単に罪を赦され

て終わるのではなく、主日礼拝でリフレッシュされて回復された人がそれぞ

れの持ち場に帰って自分の務めを果たすことで神の心に適う社会（神の国）

が実現されると教えています。小僧の７０点解説をいたしますと、礼拝を

通して生きるエネルギーを戴いたキリスト者は６日間自分の持ち場へ出向

いて働き、７日目にまた教会へ戻ってきて充電をして頂くというサイクルが

生活リズムとなっているのです。



45

§ 第 22 話　イエス様は言われた「わたしもあなたを罪に定めない」と

　聖書（ヨハネ７章 53 ～８章 11 節）の記述をお聞き下さい。

人々はおのおの家へ帰って行った。 イエスはオリーブ山へ行かれた。

朝早く、再び神殿の境内に入られると、民衆が皆、御自分のところにやっ

て来たので、座って教え始められた。そこへ、律法学者たちやファリサイ

派の人々が、姦通の現場で捕らえられた女を連れて来て、真ん中に立たせ、

イエスに言った。「先生、この女は姦通をしているときに捕まりました。こ

ういう女は石で打ち殺せと、モーセは律法の中で命じています。ところで、

あなたはどうお考えになりますか。」イエスを試して、訴える口実を得るた

めに、こう言ったのである。イエスはかがみ込み、指で地面に何か書き始

められた。しかし、彼らがしつこく問い続けるので、イエスは身を起こして

言われた。「あなたたちの

中で罪を犯したことのない

者が、まず、この女に石を

投げなさい。」そしてまた、

身をかがめて地面に書き

続けられた。これを聞いた

者は、年長者から始まって、

一人また一人と、立ち去っ

てしまい、イエスひとりと、

真ん中にいた女が残った。

イエスは、身を起こして言

われた。「婦人よ、あの人

たちはどこにいるのか。だ

れもあなたを罪に定めなか

ったのか。」女が、「主よ、
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だれも」と言うと、イエスは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。

行きなさい。これからは、もう罪を犯してはならない。」

当時ユダヤ教の指導的立場にあった律法学者たちやファリサイ派（パリ

サイ派）の人々は、ユダヤ教社会では何の権威ももたないナザレ人、す

なわちガリラヤ地方のナザレ村出身の田舎者であるイエス様が人々に神の

国の話をし、民衆が熱心にそれに聞き入って評判となっていることをねた

み混じりに怪しからんことと苦々しく思っていたのです。そこで、罠に掛け

てとっちめてやろうと企んで、この場面を仕立てたのです。姦通の現場で

捕らえられた女を引きずってきました。モーセの律法によればそのようなふ

しだらな女は石打の刑罰に処すべしと定められています。イエス様が石打

の刑は残酷だから控えなさいといえば、モーセの律法を守らない偽教師と

いって非難し、訴えを起すことができます。もし、律法にあるとおり石打を

実行しなさいと言って促せば、女は血だらけとなって悲惨な姿を人々の前

にさらすことになります。そうすれば、この人は冷酷な人間とみられ、民衆

の評判を落とすことができると目論んだのです。どっちを選択してもイエス

様をとっちめることができるはずの罠でした。

しかし、「イエスはかがみ込み、指で地面に何か書き始められた」と記

されています。要するに、まともに応えようとはしなかったのです。せっか

くしかけた罠、うやむやにされては元も子もありませんから、律法学者、フ

ァリサイ派の人々はしつこく食い下がります。そこで、イエス様は言われま

した。「あなたたちの中で罪を犯したことのない者が、まず、この女に石を

投げなさい」と。これは人の良心に問いかける言葉です。姦通をした女は

怪しからんという思いは人々の心にあったとしても、神の前に立って私はこ

の女を責めることが出来る清廉潔白な人間ですと胸を張っていいきれる者

などいないはずです。さすがに誰も石を投げられませんでした。人々は恥

ずかしくなって一人また一人と現場を去っていき、罠をしかけた律法学者、
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ファリサイ派の人々も具合が悪くなり退散したのです。

イエス様と、真ん中にいた女だけが残されました。この姦通の罪を犯し

た女は人々の前に引きずり出され、どんなにか辱しかったことでありましょ

う。時間がたつに連れもうどうにでもしてくれと開き直っていたかもしれま

せん。しかし、成り行きは意外な方向に進展します。石を投げつけるは

ずの人が何もせずに去っていったのでした。そのときのイエス様の言葉は、

「婦人よ、あの人たちはどこにいるのか。だれもあなたを罪に定めなかっ

たのか。」「わたしもあなたを罪に定めない。」という赦しの宣言でした。更に、

「行きなさい。これからは、もう罪を犯してはならない。」と締めくくります。

イエス・キリストによる罪の赦し、それは犯してしまった罪を赦す（わた

しもあなたを罪に定めない）というだけではなく、一歩進んで赦された者

に赦された今の気持ちを忘れずに新しく健全に歩むこと（行きなさい。こ

れからは、もう罪を犯してはならない。）が促されております。この女性の

後日談は聖書に記されておりませんが、この人が赦され、励まし送り出さ

れたこの出来事はこの人のその後の生き方を大きく変えたであろうことは

想像に難くありません。

私たちも犯した罪を神様に赦して頂きながら日々を歩んでおりますが、

ただ赦して頂くだけでなく、赦して頂いたことへの感謝の気持ちをエネル

ギーとして、自らが置かれた場において赦された者に相応しい新しい歩み

を進めることが求められているのだと思います。

§ 第 23 話　「赦す」ということ

前回のテーマ「赦し」についてもう少し掘り下げて考えてみたいと思い

ます。キリスト教では「赦す」という行為を重要なことと教えています。第

４話でご紹介しました主イエス自身が教えられた「主の祈り」の中にも「わ

たしたちの罪をお赦し下さい。わたしたちも人を赦します。」とあります。

赦すという行為は相手から何らかの不適切な行為を受けたという事実があ
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り、それに対応するものといえるでしょう。神様に対して犯した罪があるか

ら、わたしたちはこれを赦してくださいと祈るわけであり、人から嫌なこと

をされた事実があるから私はそれを赦しますと宣言するのです。イエス様

の直弟子であったペテロが「兄弟が私に対して罪を犯したならば何回赦す

べきでしょう。７回までですか？」とイエス様に尋ねたとき「７回どころか

7 を７０倍するまでも赦しなさい。」（マタイ 18：22）とのお答えが返って

きました。7 回も赦すと言えば褒められるとペテロは考えたのかもしれませ

んが、お答えはそれを 70 倍するまででした。これは 490 回まで赦しなさい、

491 回目からはもう赦さ

なくてもよいといって居

られるのではなく、無限

に許しなさいという意味

であると理解すべきでし

ょう。

しかし、私達は日々の

生活の中で起こる残忍な

凶悪犯罪、弱い者や正

直者を食い物にする卑

劣な行為等、赦し難い

出来事、怒り心頭の出来事、また、他者からひどく傷つけられるという出

来事に遭遇します。そのような場合「不適切な行為」を行った相手に対し、

私達は、寛大に「あなたを赦す」という宣言はなかなかできるものではあ

りません。まして心から謝罪していることを確認できないところでは赦そう

という気になかなかなれません。たとえ、一方的に「赦す」と宣言しても

心が通い合わない限り両者の間で和解が成り立つことはないでしょう。傷

つけられた人にとっては、たとえ口先で謝ってもらっても自分が受けた痛み

を理解していない人と心を通わすことは不可能のように思えます。
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にもかかわらず、イエス様は自分に罪を犯した人を無限に赦しなさいと

いわれます。赦し難いというわれわれの思い、怒りはどのように収めること

ができるのでしょうか。主の祈りから「赦し」ということを考察すれば、ま

ず、「私たちの（神様に対して犯した）罪をお赦しください。」とあり、そ

れに続いて「私たちも（私たちに対して罪を犯した）人を赦します。」とな

っています。つまり、不完全な存在である人間は神様に赦されてその存在

を認められていることを踏まえ、「あなた方人間は不完全であることを互い

に赦しあいつつ相手の存在を認め、共に生きなさい」といわれているのだ

と理解されます。両者の間には「不適切な行為」があったにもかかわらず、

それを乗り越えて互いの存在を受け止めあう関係になりなさいということで

しょう。しかし、前述したように相手の謝罪のないところでは人間関係にお

ける和解は成り立たない、心から赦すということもできないのが人間では

ないでしょうか。イエス様がいわれた「赦しなさい」という勧めは一足飛

びに「赦し、和解しなさい」と命じられているのではなく、赦せないから、

憎らしいからといって自分の中から相手を抹殺してしまうことなく、その存

在を受け止め続けなさいと言われているのではないかと小生には思われま

す。なされた「不適切な行為」に目をつぶること、それを水に流して無か

ったことにするのではなく、事実をきちんと踏まえた上で、罪を犯した相手

を自分の友、兄弟として受け止め続けなさいということだと思います。人

を赦すということは自分の中にその人の存在を受け入れることであろうと私

は思うのですが、それはその人を愛するということと同じことであり、私達

には極めて困難なことであります。

しかし、もし、罪を犯した者が愛する人、例えば自分の息子であったと

したなら、その人はその息子にどう対処するでしょうか。犯した罪に気づ

いて悔い改めて欲しい、罪を償って、まともな道を歩んで欲しいと願うでし

ょう。言って聞かせて分からなければ、殴りつけてでも目を覚まさせ、必

死に気づかせようとするであろうと思います。切り捨てることなく当人に罪
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を理解させ、悔い改めて新しい生活を歩ませるための支援を一生懸命に

するであろうと思います。まず私達に求められることは、すぐに赦す気にな

れなくても向き合い相手を受け止めることではないでしょうか。

私たちが生きて生活できている原点は、自分ではとれない責任をイエス

様が代わって十字架に担ってくださり、罪深い自分をまず神様に赦して頂

き、存在を受け入れて頂いたことに始まるとキリスト者は考えます。私たち

が赦され、存在を認められた代償に十字架上でイエス様の血が流されまし

た。赦すという行為には両者の間で苦しみを共有するという現象を伴うも

のなのだと思います。私たちも、人を赦す立場に立つときは犠牲を引き受

けることが必要となるはずです。罪を不問にするのではなく、罪を犯され

たにもかかわらず、その人を受け入れるためには、愛するためにはその人

の気づきと悔い改めへの支援と努力が求められます。そのことが無くして

お互いの和解という状況に至ることは出来ないのではないでしょうか。そし

て、私たちはしばしば知らず知らずに加害者となっているという逆転した関

係になっていることにも気づかねばならないでしょう。

私達が傷を受けた場合には自分を守るためだけでなく、共に生きるため

に相手にそれを伝える勇気を、訴えを受けたときにはそれを謙虚に聴く勇

気をもち、そして、問題に気づいた人は当事者を断罪するのではなく、互

いに理解し許し合えるように支援する努力をしたいと思うものです。神様に

赦されたもの同士が共に生きるために。

「あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさい。わたしがあな

たがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。」　ヨハネ

13：34
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§ 第 24 話　わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、
罪人を招くためである。

　標記の言葉は、イエス様が徴税人マタイの家で彼と一緒に食事をしてい

たとき、ファイサイ派の人がイエス様の弟子に「なぜ、あなたたちの先生

は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか？」と問うた場面でのイエス様の

答えであり、それは「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく、病人で

ある。‥‥わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招く

ためである。」（マタイ９：12 － 13）となっています。人をさして罪人と

いう言い方もないものだと思いますが、ファイサイ派の人から見ればモー

セの律法を公然と守らない人たちは罪人と言うことになるのでしょう。

徴税人ですが、当時のユダヤは

ローマ帝国に支配されており、税

金はローマに納められるものでした

から、その手先となって税金を集め

る徴税人は国粋主義者からは「敵

の犬」だという蔑みの目で見られて

いました。しかも、徴税人は正規

の税金の他にプラスαを巻き上げ、

私腹を肥やしているのが常でした

から、民衆からもひどく嫌われてい

た存在であったのです。そんな人

たちと一緒に食事をしているイエス

様を頭の固いファイサイ派の人は怪しからんと赦せなかったのです。聖書

に出てくる律法学者やファイサイ派の人々はいつも、イエス様に強い反感

を抱き、イエス様も彼らを「蝮の末よ」とまでいって批判しています。で

すから、聖書を読む私達は彼らが腹黒い人間だったのだと思いがちです

が、実は、極めて真面目な人間であったのです。モーセの律法をしっかり
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と学び、頑ななまでにそれを実行していた人たちで、人々からは謹厳な立

派な人間と一目置かれていた人たちです。ただ、その努力の故に自分は

人よりましな人間、神様からよい評価を受けられる資格があると自負して

いたのです。その思いこそが、神様から遠い存在、救いがたい存在となっ

ていることをイエス様は指摘したかったのだと思います。

このマタイという徴税人ですが、他の徴税人と違って税の上乗せなどし

ない心正しい人であったとは思えません。ピンハネで私腹を肥やしてきた

徴税人の一人であったと思われます。人から蔑まれる存在である故に、自

分を蔑む人間から取れるだけの金を取って、せめて贅沢な生活を楽しんで

やろうと開き直った人生を歩んでいたことでしょう。しかし、彼はファリサイ

派の人と異なり、自分が神様の前に正しくない者、罪人であることを自覚

していました。人たちから軽蔑と憎しみの視線しか向けられることの無かっ

たマタイを、イエス様は一人の人間として受け止め、優しいまなざしを向け

「わたしに従いなさい。」と声を掛けられたのでした。このとき、マタイには、

いままでの人生観・価値観が 180 度ひっくり返される激震が走ったと推定

されます。「マタイは立ち上がってイエスに従った。」と聖書はごく簡単に

記載していますが、これが徴税人マタイとイエス様との劇的な出会いであ

ったのです。マタイの不行跡が妨げとならないで、マタイの砕かれた自我

がイエス様の招きを素直に受け入れる結果を生んだのです。

人々から立派な人間と評価され、尊敬を集めていた律法学者やファイ

サイ派の人々は、神様から他者よりよい評価を受けるべき人間であるとの

思いがありますから、イエス様の招きの必要など感じられません。しかも、

このナザレ人はいかがわしい偽教師だとの目でイエス様を見ていますか

ら、出会いなど起こりえないことになります。自分は健康である（罪がない）

と思いこんでいるところにその人の病気（罪）があるということでしょう。

この話、日本人には歎異抄にある「善人なおもて往生をとぐ、いわんや

悪人をや」という親鸞上人の言葉、悪人正機説に通じると思われる方が
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多いのではないでしょうか。親鸞上人は若い頃比叡山で修行を積み優秀

な僧侶として高い評価を受けていたが、自分の中に平安が得られず、悶々

としていたとき法然上人と出会い「南無阿弥陀仏」の念仏で平安を得たと

聞いています。一切を無にして阿弥陀仏に帰依する思いの中で平安が得ら

れたという実体験は、学問や修行を積むことによってではなく、自らの中

には誇るべきものは何もないとの「砕かれた自我」の心で神（仏）と向き

合うことによって、真の出会いが起こり、平安が得られるという宗教的真理

を伝えているようにわたしには思えます。

前にも述べましたが、イエス様の宣教第一声は「悔い改めて福音を信

じなさい。」でした。悔い改める心、すなわち、自分の能力に頼って生き

ようとする姿勢を改め、神様に聴き従って生きることが神様の招きに応じ

る姿勢であろうと思います。

§ 第 25 話　日本におけるキリスト教宣教

日本のキリスト教（ザビエル時代に遡るローマカトリック教会を除く）は

2009 年の今年、宣教 150 周年を迎えました。1873（明治６）年に禁

教令が解かれて一応合法的にキリスト教宣教が許されるようになるのです

が、それより少し前、1859 年に米国人宣教師ウイリアムズ師が長崎に上

陸した年から数えて 150 年が経ったわけです。この間、キリスト教会は福

音（神様のよきメッセージ）を日本人の心に届くようにちゃんと伝えてきた

であろうか。このことを反省しつつ検証してみると、今日キリスト教につい

て日本人に周知されていることといえば１２月２５日のクリスマスくらいな

ものであって、それもイエス・キリストの誕生を祝うキリスト教の祝日であ

ることは知られているものの、子供達にはサンタクロースがプレセントを配

り、人々はクリスマスケーキを食べ、お互いにプレゼントを交換するとい

う社会習慣のみが取り入れられ、宗教的意味とは無関係にクリスマス商戦

としてだけ日本社会に定着している感があります。この現実はキリスト教会
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が述べ伝えるべきメッセージを日本人の心に届く形で伝えてこなかったこと

を実証しているように小生には思えてなりません。

明治初期より欧米諸国から沢山の宣教師が日本に定住し、キリスト教の

種がまかれました。彼らは欧米の先進科学、文化、医療、教育を共に携

えて宣教に励みました。人は心と体とからなるもので、体の健康と生活環

境が整わないところでは心の健康も得られないとの信念があったものと解

されます。日本政府は、鎖国による文明の遅れを回復し、欧米諸国と肩を

並べる国力を持ちたいと富国強兵政策をとりますが、そのために進んだ欧

米の先進科学・産業技術を学び取り入れることが優先されました。進んだ

文明を吸収するため、また外交面からもキリスト教禁教令の撤廃は必須で

した。しかし、本音は富国強兵政策を進めるためには外国からの宗教は

入れたくない、天皇を中心に日本人を一つに纏める独自の宗教を確立した

いとの思いがあったのです。そこで、神仏混淆状態にあった既存の日本の

宗教に対しても、明治政府は神社から仏教的な要素を排除する「神仏分

離」政策をとり、天皇の先祖である皇祖（天照大神）を最高神とする国

家神道を造り上げ、国家神道は諸宗教に優先するものとして広めました。

その流れの中で和魂洋才政策がとられたのでした。太平洋戦争の時までキ

リスト教に対して表立った弾圧はありませんでしたが、耶蘇教は欧米のバ

タ臭い宗教とのレッテルが貼られていました。内村鑑三不敬事件は戦前の

日本におけるキリスト教の置かれた状況をよく象徴していると思われます。

明治 23 年教育勅語が発布され、文部省はその謄本を全国の国公私立の

学校に配布し、勅語への拝礼（敬って頭を深く下げる行為）を指示しまし

た。当時第一高等中学校の嘱託教員であった内村鑑三は、拝礼が皇祖皇

宗を更には天皇を神とする行為として、偶像崇拝を否定するキリスト教の

信念に従い、軽く会釈する程度の敬意を表するにとどめたところ、生徒お

よび教員の一部から、この内村の行為は皇室に対する不敬であるとの非難

が発生し、マスコミからも「不忠の臣」「外教の奴隷不敬漢」との批判を
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浴び、結局学校を依願退職させられたのでした。このような社会的逆風が

吹く中でのキリスト教の宣教は容易に進展しなかったのであろうと推察され

ます。しかし、原因はそれだけではなく教会の宣教姿勢にも不十分な点が

あったように思われます。前述したような日本社会の風潮があったにせよ、

キリスト教会として、バタ臭いなどと思われない日本人向けのメッセージの

伝え方をする工夫に欠けていた、メッセージが宣教師たちからの受け売り

で日本人の心に届く言葉に直して発信しなかったのではないかと推測され

ます。また、「聴く耳ある者は聴け」といった姿勢、教会の門をたたいてく

る人を受け入れるだけで、積極的に町へ出て宣教するという姿勢に欠けて

いたのではないか。結果的にキリスト教は一部のインテリ層に浸透しまし

たが、市井の日本人からはバタ臭い外国の宗教という目でみられたまま浸

透することはありませんでした。

しかし、終戦後、事情は一変し、日本国憲法の下で「信教の自由」が

実質的に認められ、自由な宣教が可能になりました。この時期は小生の幼

児期に当たりますが、教会には多くの人々が出入りし、熱気を帯びていま

した。日本が戦争に負け、今までの価値観が壊されて混乱する中、新し

い価値観と自由を求めて人々は教会へ集ったと思われます。ところが、キ

リスト教会はこの状況下でも日本人の心に届くメッセージを発信できなか

ったのでしょう、次第に教会へ来る人の数は減り、終戦から 10 数年も経

つ頃には以前の落ち着き？を取り戻していったのでした。国民生活が安定

するに連れ教会への関心も薄らいでいったのでしょうか。この 150 年間、

毎日曜日教会では熱心に説教が語られ、祈りが捧げられてきたにもかかわ

らずそのメッセージは一般社会で生活している多くの日本人の心に届くこと

はありませんでした。この現実は日本のキリスト教会の大きな反省点である

と思えます。

生活は豊かになる一方で、価値観は多様化し、人間関係が複雑化し、

一種の混乱状態になっているともいえる現在の日本社会において、人に生
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きることの大切さ、その意義を学ばせる宗教の役割は益々重要になってい

ると思うのですが、自然科学が万能であるかのごとき錯覚に陥っている多

くの日本人は宗教的音痴になっているように思えます。門前の小僧の分際

で生意気なことを言うなとのお叱りの声が聞こえてくるようですが、怪しげ

な宗教に人が集まり、大きな社会問題を起こしている状況を見ればそう思

わざるを得ません。これらの事象がますます宗教とは危ないものだとの不

信感を日本社会に抱かせてしまいました。門外漢の小生ですが、鎌倉時

代の日本の仏教は高い宗教的レベルを備えていたと思われることから、決

して日本人は本来的な宗教的音痴ではないと思われます。今の状況は、

混乱の中にある日本社会に対して人々の心に届く形でメセージを発信して

いないというキリスト教会を含めた宗教界の責任であろうと思えます。

市井の日本人にメッセージを届けようと街中に繰り出し、路傍説教を

して宣教するという手法は今日の日本においては現実的ではありません。

人々は目的を持って街を忙しく行き来していますから、うるさいと感じるだ

けでその人の耳にメッセージが届くことは難しいでしょう。今の日本社会に

は、インターネットを使った通信ツールが確立されており、多くの人がこ

れを生活の道具として使用するようになりました。その危険性にも配慮が

必要ですが、この伝達方法のよい点は人への押し付けがないことでしょう。

日本人には宗教への関心があっても、関心を示すとすぐに信徒にさせられ

てしまうのではないかという不安や、警戒心が先立って宗教には近づかな

いという傾向が強い様に思われます。その点関心のある人が気兼ねなく見

ることができ、見たくない人は遠慮なくスイッチを切ればよいというインタ

ーネットツールは真に便利な道具です。既成の宗教の布教手法に飽き足り

ない若い宗教家の方々がこのツールを使って様々な試みをされていること

は喜ばしいことです。キリスト教会にもこのツールを用いた宣教が大事で

あると思う人が多くおられ、ホームページやブログで説教等を沢山発信し

ておられるのですが、生の神学は教会用語も多く市井の日本人には解かり
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にくい内容であるように思えます。150 年間の日本におけるキリスト教宣教

を振り返るとき、バタ臭さを感じさせることなく日本人に分かりやすい話を

発信することの必要性を強く感じます。普通の日本人にキリスト教のメッセ

ージを届けるためには正しいキリスト教のメッセージを発信する神学者や

聖職者と普通の日本人との間をつなぐ媒介（インターフェース）として役

割が重要となるのではないか、それを担うのは世俗社会で生活している信

徒の責任ではないかとの思いから、小生はこの門前の小僧の辻説法を発

信し始めた次第です。できるだけ多くのキリスト教信徒の方々にこの媒介と

しての働きを共に担っていただきたいと願っております。

§ 第 26 話　世の光、地の塩となりなさい。

「あなたがたは地の塩である。だが、

塩に塩気がなくなれば、その塩は何

によって塩味が付けられよう。もはや、

何の役にも立たず、外に投げ捨てら

れ、人々に踏みつけられるだけである。

あなたがたは世の光である。山の上

にある町は、隠れることができない。

また、ともし火をともして升の下に置

く者はいない。燭台の上に置く。そう

すれば、家の中のものすべてを照らす

のである。そのように、あなたがたの

光を人々の前に輝かしなさい。人々が、あなたがたの立派な行いを見て、

あなたがたの天の父をあがめるようになるためである。」（マタイ福音書 5：

13 ～ 16）

これは、イエス様が人里離れた山の上で弟子達に語った教え、「山上の
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説教」として福音記者マタイは伝えています。語った相手は弟子達とあり

ますから、イエス様は神様の導きに従って歩もうとする者への心構えをこ

の言葉で示されたと解されます。あなた方は社会に味を付けなさい。あな

た方は光となって世の中を照らしなさい。といわれても、はたしてわれわ

れ人間は味を出す素や、世を照らす光の源など持ち合わせているのだろう

かという素朴な疑問が起こります。自己研鑽に務め、豊かな心を育て、円

熟した心で人々と接することによりあなた方の味を出しなさい。沢山勉強

し、一生懸命に研鑽を積み、豊富な知識と力を備えた聡明な人間となっ

て世の闇を解明しなさいと弟子達を叱咤激励されたのでしょうか。どうもそ

うではないと思われます。そもそも、イエス様の弟子達は律法学者やファ

リサイ派の人たちのような知識人ではなく、多くは無学で素朴な漁師達で

した。無学ではあっても純真であることに可能性を認めて弟子とされた彼

らに向かってイエス様がしっかり勉強し、尊敬される立派な人間となってリ

ーダーシップを発揮しなさいなどと言われるはずはないのです。上記の心

構えとはむしろ個人プレーで自分の色や味を出そうとするのではなく、た

だ神様の導きに従って働き人として素直に行動しなさい。それはあなた達

のような自尊心をもたない素朴な人間にこそできることです。与えられた自

分の賜物を用いて自然に振る舞うことが神様の愛を周りの人に伝え、社会

の闇を照らすことになるのです。あなた達は光の子としてすでに神様の光

源につながれ、光を分かち与えられているのだから、自分で味を出そうと

か光輝こうなどと頑張る必要はないのであって、ただ、恥ずかしがったり、

面倒くさがったり、臆したりしないで、導かれる通り素直に行動しなさいと

いわれているのだと思います。

ですから、「あなたがたの立派な行いを見て、」あなた方は立派だとの人々

からの評価を得るのではなく、「あなたがたの天の父をあがめるようになる

ためである。」ということになるのだと思います。自分たちが出す味も周囲

を照らす光も自分の中から出て放たれるのではなく、それらの根源は神様
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の導きの中にあるということをしっかりと心に留めておくことが重要でしょう。

私達の教会（聖公会）が古くから用いてきたお祈りをご紹介しましょう。

「神よ、私達はあなたの導きによらなければ何一つ良いことをすることがで

きません。

どうか聖霊によって私達の心を収め、常に導いてください。

主イエス・キリストの名によってお願い致します。　　アーメン。」

「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光

を持つ」（ヨハネ８：１２）

§ 第 27 話　自然現象に神の業を見る

前回、「世の光となりなさい」という主イエスのみ言葉について考えまし

た。今回は一寸横道にそれるかもしれませんが、光るという「発光現象」

に着目し、光はどのようにして放出されるのかを考えてみたいと思います。

小生は学生時代あまり真面目に勉強したとはいえませんが、物理学を専攻

しました。社会人となってからはその基礎知識をベースに自然法則を利用

した技術的思想の創作、つまり発明を扱う特許の世界に身を置いて歩んで

参りました。自然法則、自然現象を対象とした研究結果を扱う仕事に携わ

る中で、自然現象に神の業を垣間見たと感じて深く感動した経験がありま

した。それは物質が光る「蛍光」という物理現象でした。その現象に着目

しているうちに「あれー、これは人が輝いて見えるという現象と同じメカニ

ズムだ」と思えたからです。このような自然現象、あるいは動物たちの姿・

形や行動などを観察しますと私達が生活しているこの世界は実に見事に創

られていると感心してしまいます。後者については動物の進化や自然淘汰

の結果だとして簡単に片付けてしまう方も居られますが、小生はとてもそれ

だけとは思えず、うーん見事に創られていると感じ入ってしまいます。

さて、物質が光るという「蛍光」現象ですが、まず蛍光体の発光メカ
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ニズムを簡単にご説明しておきますと、蛍

光は母体結晶の中に散らされた発光元素の

働きによって起こります。発光元素の中心

部には原子核があって、その原子核の周り

を電子が、ちょうど太陽の周りを惑星が公

転するように軌道を描いて廻っていますが、

その軌道は１つではなく、水星の外側を金

星が、更にその外側を地球がというように

エネルギーレベルを異にした軌道が複数あります。元素の種類によって周

りを巡る電子の数と、軌道毎に存在できる電子の数は決まっています。電

子が低いレベルの軌道から順に詰められた形態で収まっている状態を基底

状態と呼び、その元素の最も安定した状態であります。ところが、この元

素に外部からエネルギー（蛍光現象の場合は主として紫外線域の光）が

与えられますと電子は元の場所にじっとしていられなくなって、自分の居た

軌道より上のレベルの軌道に飛び出していきます。このような元素の状態

は活性化された態様であり励起状態と呼ばれます。上位のレベルの軌道に

飛び出していった電子は暫くすると元の低いレベルの軌道に帰ってきます

が、この際に　ｅＶ＝ｈν　という関係で光を放出します。位置エネルギ

ーを光のエネルギーに変換して放出するのです。上式においてｅＶとはエ

レクトロンボルトすなわち、エネルギー量を表します。ｈというのはプラン

クの定数と呼ばれ、一定の値です。νは放出される光の波長を表します。

光の波長とは色に対応するものと理解してください。因みに可視光の領域

で長い波長の光は赤、短い波長の光は紫となります。高いレベルの軌道

と低いレベルの軌道との位置エネルギーの差がｅＶとなるのですが、各

軌道の位置エネルギーは、それぞれの元素の種類毎に決まっているため、

元素は自分特有の波長νの光を蛍光として放出します。ですから放出され

た光の波長（色）の分布を解析すればその元素が何であるのかが分かる
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のです。

少々理屈っぽくなってしまって済みません。ここで、着目して頂きたい現

象は、基底状態にある元素は極めて安定していますが、決して光を放つこ

とがないのに対して、励起状態の元素は活性化された状態にあり、電子

が飛び出し／戻る過程でその元素特有の色の光（蛍光）を発することにな

ることです。

人間について考察しますと、周りの環境で起こる出来事に関心を示すこ

となく、自分の居場所にじっとしている人は危険に遭遇することもなく、本

人は極めて安全でありますが、決して人々を喜ばせたり励ましたりすること

はありません。これに対して周りの環境で起こる出来事に関心を持ち、出

かけていって一働きした後に本来の自分の居場所に帰ってくる人は、その

経験した出来事を周囲の人に伝えることとなり、社会に味をつけ、光を放

つことになります。小生は蛍光という物理現象に着目する中で、人間も生

きている以上基底状態ではなく、活性化された励起状態でいないとならな

いと感じると共に、この物理現象はそのことを見事にモデル化し教示して

いると感動したのでした。この現象において、光を放つための１つの重要

なポイントは電子が元の低いレベルの軌道にちゃんと帰ってくることです。

鉄砲玉のように飛び出していったものの、すぐに他に目移りがして余所に

いってしまい自分の本拠地の定まらない人の働きは、そこで経験した出来

事を周囲の人に伝えることに繋がりません。そして、自分の居場所に戻っ

た電子は軌道のレベル差に対応した特有の色の光を放つことになります

が、人間においてはまさにその人の個性が反映された味となり光となって

周囲に影響を及ぼします。そして、光を周りに放出する現象を起させるエ

ネルギー源は元素の中から出てくるのではなく、外から与えられる励起光

であることは、人間において外に働きに出かけるためのエネルギー源は自

分の中から湧いてくるのではなく聖霊の導き（神様の呼びかけ）であるこ

とに対応していると私には思えます。このように人が世の光とされるメカニ
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ズムは物質が光を放つ現象の中に見事に対応しモデル化されているように

小生は感じましたが、皆様はどう思われますか？

§ 第 28 話　　宗教はどれも同じなのでしょうか？

宗教は山登りと同様、目指す目的地（頂上）は皆同じで、そこへたどり

着く道が違うだけだと言われる方がよく居られますが、その意見に小生は

俄には賛成致しかねます。確かに、真面目な宗教の信仰者は神（仏）様

の前に跪き、己を無にして祈ることによって神（仏）様に聴き真理を学ぶ

という共通した姿勢がよくとられますから、同じような宗教体験を通して同

じ方向に導かれることも多いのですが、それぞれの宗教には教義というも

のがあって、究極の目標としていること、考え方はそれぞれ異なっており、

これをプロセスが違うだけということは正しくないように思えます。それぞ

れの宗教を信仰する者は、当然ながら自分の信じるものが確かな真理であ

るという確信を持っています。ですから、その点を認めなければ各宗教が

成り立たないことになってしまいます。

しかし、真面目な宗教は人間の魂 ( 心 ) を救済することを自らの課題とし、

人が幸せになることを願うものであるという点で一致したものでありますか

ら、人間社会で起こる出来事への対応ではそれぞれの信仰者がお互いに

協力し合える近い関係にあります。一昔前までは、各宗教は他宗教を共存

できない敵対関係と思い込み、邪教などと罵り合うことすらありましたが、

今日の日本では、各種社会問題（イシュー）に対し、宗教者として宗教・

宗派の壁を越え一致して協力する運動が広くなされるようになってきたこと

は喜ばしいことです。

宗教者は神（仏）様の前に跪き、己を無にして祈りつつ神（仏）様に

聴き従って歩むものであるはずですから、信じるものが違うなどといって争

い殺し合う宗教戦争など本来起すはずはないと考えます。今日の世界では、

異なる宗教を信じる集団同士が争いを続けており、マスコミはこれをよく
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宗教戦争と称しますが、争いの原因が宗教間の教理の差にあることはまず

ありません。実際のところ、パレスチナ地方で繰り広げられているイスラエ

ル人とパレスチナ人の争いは決してユダヤ教とイスラム教の争いではあり

ません。これは、第二次世界大戦後世界中に散らされていたユダヤ人を

集め、２０００年前の故郷であるパレスチナに、現住民との間の共存を

可能にする準備を整えることもなく、新たなイスラエル国家を樹立し入植

させたという英米諸国の無茶苦茶な政策が原因であります。パレスチナ人

の宗教は少数のキリスト教を含みますが大多数がイスラム教であり、イス

ラエル人の宗教がユダヤ教であるというだけのことで、これは、宗教戦争

などではなく、双方の利害が反する住民間、民族間の対立構造に他なりま

せん。

また、アイルランド

紛争についてもマスコ

ミはカトリックとプロテ

スタントの宗教戦争と

解説しますが、北アイ

ルランドはかつて英国

によって武力によりアイ

ルランドから分離され

て英国領とされた歴史

があり、北アイルランド

では元々の住民であっ

た人々の宗教はローマカトリックであり、占領後に入植してきた英国人の

宗教は英国国教会であるという関係があります。これもカトリック教会と英

国国教会間での神学論争が原因となった宗教戦争ではなく、旧アイルラン

ド系住民とイングランド系住民との利害・感情が絡んだ対立に他なりませ

ん。
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ただ、これらの紛争の原因は宗教上の対立ではないにせよ、それぞれ

の住民 ( 民族 ) には主たる宗教があって、宗教の務めは人間の魂（心）を

救済することにあり、人々が幸せになるように導くものであることを鑑みれ

ば、それぞれの宗教の指導者には双方が共に共存していく道筋を模索し、

是非、よいリーダーシップをとって欲しいものと願うものであります。

神学者や聖職者あるいは他宗教の方々から危ない解説だとおしかりを

受けるかもしれませんが、門前の小僧としましては、信仰者が己を無にし

て天なる絶対者 ( 神 ) に心の窓を通して問いかける ( 祈る ) ときに、人間

側が「父なる神様」、「アラーの神様」と呼ぼうが、「阿弥陀様」「お釈迦様」

「大日如来様」と呼ぼうが、「学問の神様」「平和の神様」「山の神様」と

呼びかけようが、お応え下さる天なる絶対者は祈る人の心にちゃんとメッ

セージを届けてくださるはずと理解しています。自らの心に根ざした真面目

な信仰をお持ちの方は神に聴くすべをお持ちの方でありますから、小生は

宗教が違ってもこれらの方々に基本的な信頼がもてるのです。

§ 第 29 話　「孫に教えられ」の手記を添えた義援金

これはたしか 200 万人とも言われた大量の餓死者を出した 1960 年末

期のビアフラでの大惨事の際の話であったと記憶している。ビアフラという

国はすでにない。ナイジェリア軍事政権に反発するイボ族を中心に東部州

に一時期建国された小さな共和国であった。この出来事は「ビアフラの悲

劇」と呼ばれて世界的に注目された。日本でも新聞・テレビ・週刊誌など

に報道され、多くの人がその惨状に心を痛めたのでした。

一家団らんでテレビを見ていたとき、ドキュメンタリー番組でビアフラの

子供達の映像が流されたのです。まだ、言葉が十分に話せない幼児も一

緒に映像を見ていたとのこと。画面をじっと見ていた幼児が、突然立ち上

がり台所に走っていって、餅を手に握りしめて戻ってきてテレビの画面にそ

の餅を差し出し、ガリガリに痩せお腹だけが膨らんで気力も失い立ちつくし
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ている子供に懸命にわたそうとしていたとのこと。それを見たその子の祖父

でありその家の主人であった人が大変な衝撃を受けたのでした。こんな年

端もいかない幼児が目の前に映し出される悲惨な状況に心を痛め、なんと

かこの子供達を助けたいと自分に出来ることを必死にしようとしている。大

人である自分は一体何をしているのだとの思いに駆られたそうである。

この方は広い田畑を持つ農家の方であったようで、このとき安定した日

本社会で暮らしている子供達に美田を残すより、それを手放して飢餓で

命の危機に貧しているビアフラの人たちに救援物資を贈る方が重要なこ

とだと心に強く感じたということである。この方は早速田畑を処分して当

時のお金で２０００万円ほどの義援金を贈ったのでした。そして、それ

には「孫に教えられ」という手記が添えられていたとのことです。当時の

２０００万円といえば、今の２億円ほどになるでしょうか。

　この出来事を聞いた小生は大変感動し、40 年を経た今に至るまで忘れ

ることができません。この事例は、子供の純粋な心が大人の心を揺り動か

し行動を促す力を持っていることを証しているといえるでしょう。

「イエスは一人の子供を呼び寄せ、彼らの中に立たせて、言われた。『は

っきり言っておく。心を入れ替えて子供のようにならなければ、決して天の

国に入ることはできない。』」（マタイ 15：3）

§ 第 30 話　和解の出来事

　これも２５年ほど前になるでしょうか。フィリピンの北部山岳地方でのボ

ランティア活動を行なった学生達の体験話です。学生達は夏休みを利用し

てフィリピンの北部山岳地方の村に奉仕団として出かけていった。貧しい

農村で子供達はまともに教育が受けられない状況にあった。学生達は村

の基盤整備を行い、子供達に読み書きを指導する計画である。基盤整備

といっても学生達に大きな工事が出来るわけではない。山道を整備し小
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川に掛かっている腐れた丸木橋を新しい丸木で架け替えるなどの内容であ

る。現地に到着し明日から奉仕活動に取りかかろうとしていた晩に、彼ら

の宿舎に一人の古老が現われた。彼は日本からやって来た若者達をにら

みつけ、「お前達は４０年前この村で何があったか知っているのか？日本

の兵隊が女性や幼児にまで乱暴し、殺害・略奪などの非道を行なってい

ったのだ。」と怒りを露わにまくし立てたうえで、多くの村人が殺害された

現場に彼らを連れて行き、日本人の悪逆非道を罵ったとのことでした。学

生達はただただ頭を垂れ、身を固くして聞いていたとのこと。その晩は、

皆暗い気分に包まれ、眠られぬ夜を過ごしたそうである。朝となって、気

を取り直しそれぞれの持ち場に散って予定していた活動を開始した。彼ら

の奉仕活動に村人達は概ね好感を持ってくれ、文字を教えてもらった子供

達も学生達を慕ってくれたそうである。予定期間の活動を終え、帰国する

ときには村人達から感謝され、暖かい見送りを受けた。これに気をよくし

た学生達は翌年も奉仕団を結成して再びこの村を訪問することになった。

ところが二年目の最終日の前夜に、かの古老が再び学生達の前に現われ

たのである。学生達は緊張し、身を固くして古老を迎えた。その時、古老
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が彼らに向かって発した言葉はなんと「君たち、来年も又この村に来てく

れるかい？」であったそうである。

　おそらく、この古老は許すことの出来ない恨み骨髄の日本人、その同類

と思えた学生達を当初は何をしでかすのかと冷たい目で遠くから観察して

いたものと推察される。２回にわたる彼らの奉仕活動を見守る中で、この

学生達に昔の残虐非道な日本人の姿はなく、４０年前の日本人とは異な

る人間であることを理解していったのでしょう。汗を流して村の環境整備を

行ない、子供達に読み書きをお教え、村人達との信頼関係を築いていっ

た学生達をさわやかな青年として受け止めることができていったものと解さ

れます。彼の中での日本人像は徐々に変化し、憎しみが氷解していったに

違いありません。

　この古老のように決して赦せないという強い思い、憎しみが凝り固まっ

て植え付けられた人の心を溶かしたこの出来事は、２３話でお話ししまし

た「赦す」という人間の行為、和解への道について深い示唆を与えている

ものと小生には思えます。

§ 第 31 話　沖縄愛楽園訪問

　私が初めて沖縄を訪問したのは沖縄の本土復帰の年（1972 年）であ

ったと記憶している。当時教会の学生達がＯ氏を中心に沖縄のハンセン

病療養所「愛楽園」訪問活動を続けていたが、沖縄は復帰までは外国扱

いであり、渡航手続を必要とし、国家公務員であった小生は手続が厄介で

あったため、沖縄訪問を敬遠していた。復帰が成って小生の訪問も実現で

きたのである。愛楽園は自身が病者でもあった青木恵哉師が中心となって

設立された療養所である。師は 16 歳でハンセン病を発病、香川県の大

島療養所に入所、ここで洗礼を受けた。その後熊本の回春病院に転院し、

英国国教会宣教師ハンナ・リデル女史の感化を受け 1927 年沖縄の病友

への伝道に派遣される。焼き討ち事件など地元の強い抵抗に遭いながら、
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1938 年病友と守り続けた土地（屋我地島大堂原 ( うふどうばる )）に「国

頭 (くにがみ ) 愛楽園」を設立する。これが現在の国立療養所沖縄愛楽園

の前身である。

　1972 年当時、この病気については「らい病」という呼び方が一般的で

あった。本病はらい菌によって起こる慢性の細菌感染症で、末梢神経や皮

膚が犯されるという症状がでる。重傷となると皮膚に変形を生じ、顔かた

ちまで変わってしまうため人々からひどく恐れられた。家族で発症する例が

多いため遺伝病と誤解された上に、天刑病等とまで言われ、病者やその

家族には非人道的な仕打ちが繰り返され、多大の苦労・心労を強いてき

た歴史がある。

ハンセン氏によって「ライ菌」が発見されてからは、研究が進んで特効

薬も開発され、完治する病気となった。菌自体の感染力は弱く通常生活で

感染することはまず無いのであるが、以前は発症した母親が幼児を長時間

抱っこするなど、体力の弱い者が発症者との濃厚な接触によって感染して

きたようである。現在は既病者も治療によって本病自体は完治しているが、

体の変形などの後遺症が残ってしまうため、偏見を受け社会復帰ができず

に療養所内で生活を続ける人が多いという事情がある。

　30 数年前、小生が初めて愛楽園を訪問したときの様子を紹介致しまし

ょう。到着した愛楽園の正門の両側は黒っぽいコンクリートの塀が続き、

一見刑務所とも見える情景でした。そのコンクリートの塀には機銃掃射の

弾痕が多数ついておりましたが、それは戦時中米軍にこの施設が兵舎と誤

認され攻撃を受けたときのものとのこと。門の中に入りますと右手に交番

のような建物がありましたが、これは面会所で以前は外来者が園内に立入

ることはなくここで入園者と面会をしたとのことでした。郵便配達もここまで

でここから先は入園者自身が配達をしていたとのこと。園内が一般社会か

ら隔絶された刑務所のごとき領域であったことを偲ばせるこれらの遺構は、

沖縄海洋博が催された年、皇太子であった現天皇が愛楽園を訪問される
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前にきれいに撤去されたのでした。誰がどのような発想でそうしたのか想

像するのはいささか興味深いところであります。

　日本ではらい予防法の下で、病者の強制収容と、子供を作らせないよう

に堕胎や避妊手術の強制政策によって、また特効薬ができて容易に治療

が可能となったことにより、新しい患者がでる可能性はなくなり、近い将

来日本からハンセン病は消滅し、過去に繰り広げられた本病にまつわる不

幸な出来事が二度と繰り返されることはないと思われますが、エイズ等人

に怖れられる病気の患者に対しては将来においても、本病におけるのと同

じような非人道的な扱いが私たちの社会で繰り返されることを否定できま

せん。そのことを思うとき、後遺症を抱え今なおひどい偏見の中に生きて

おられる元ハンセン病患者の方々の逝去と共に、この方々が体験した過去

の不幸な出来事を決して風化させてはいけないと思うものです。
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§ 第 32 話　沖縄愛楽園の方 と々の出会い

　私が長屋形態の夫婦舎に住んでいるある夫婦を訪ねた時のことです。タ

ンスの上から巻かれた茣蓙をもってきて縁側に敷き、どうぞここに座ってく

ださいこれはあなた方社会の人しか使っていませんからというのです。「社

会の人」という言葉がとっさに理解できず「ええ私は学生ではなく社会人

です。」と頓珍漢な返事をしたことを覚えています。しばらくの間をおいて「私

たちは社会から隔絶された入園者で、あなた方は一般社会で生活している

人」という意味であることを理解しました。病気がうつらないことはよく承

知していますからそんな気遣いは無用ですよといって茣蓙を巻いて返しま

した。すると、今度は封を切っていない袋詰めのお菓子を出して勧めてく

れます。自分たちは触っていませんから安心して食べてくださいということ

です。入園者の方が健常者に如何に気を遣い自分を小さくして生きてこら

れたのか、想像するだけでも痛ましいことでした。

　入園者の方の部屋を訪問しますと、よくおいでくださいました、冷蔵庫

にビールを冷やしておきましたからそれを取ってここに座って飲みながら話

でもしていってくださいといわれます。手先が不自由なため自分で冷蔵庫

を開けて運ぶことが困難な方が多いため、自分でお取り下さいというので

す。しかし、ビールをご馳走になって無駄話をしてきたのでは面目が立た

ない、聖ミカエル教会の信徒としてこのボランティア活動に参加した以上、

何か入園者の役に立つことをして帰らなければと思うものですから、目の

不自由な方のところでは何か読んでほしいものはありませんかとか、手の

不自由な人のところでは手紙を代筆しましょうとか、やたらと親切の押し売

りをしたものでした。今にして思えば、当時はまだ外の社会との行き来が

少なく、園内に閉じ込められた状況の入園者の方々にとっては、何かして

もらうというよりはどんなことであれ一般社会の様子を少しでも知りたいと

の思いがあり、我々とは向かい合ってじっくりと話がしたかったのだと思い

ます。私達は何か役に立ちたいと思う気持ちがはやって、園の方々が実際
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に望んでいたことに十分応えていなかったように思えます。

　この病気は末梢神経の麻痺から起こります。痛い熱いという感覚が麻痺

していますので、火傷をしても怪我をしてもとっさに危険から手を守る行動

がとれません。ですから指先を失っている人が多いのです。また、視神経

を侵される人も多く盲人の比率が高いのです。不自由者センターに入居し

ておられたＵ氏は盲人であるだけでなく耳もほとんど聞こえませんでした。

私たちが部屋を訪ねて声をかけますが、いつも返事をしないで後ろを向い

たまま座っています。気むずかしい人なのだと思い私たちは敬遠して訪問

を控えておりましたが、この方は耳も聞こえない、コミュニケーションの取

り方は背中に大きく字を書くとよいと教えてくれる人がおり、仲間のＴ君が

Ｕ氏を訪問し会話を交わしてきました。どんな会話をしてきたのか聞いて

驚きました。「今の天皇は誰か？」（昭和４８年当時）という質問で、「裕

仁天皇」と背中に字を書いて答えると、「あの方はまだ天皇をしているのか」

とつぶやいたというのです。目が見えず耳もほとんど聞こえない中で生活

されていたＵ氏には新聞やテレビは勿論、ラジオも役に立ちません。外界

からの情報入手の術が限られ、背中に字を書いてもらうことでわずかに他

者とのコミュニケーションはとれるのですが、その厄介な作業を人に強い

ることを遠慮され、生活上必要最小限の事柄以外ヘルパーの方に問うこと

もしなかったのでしょう。本病のため家族知人から隔絶され、仲間の入園

者や職員との対話さえ困難であった中で生きてこられたこのＵ氏、隣に入

居され盲人でありながらなにかとＵ氏の世話をされていたＫ姉、すでに亡

くなられたこの心優しいお二人のことが思い出されます。

　３０数年前聖ミカエル教会の青年たちが参加し、ボランティア活動と称

しながら、楽しく遊び、沢山のことを学ばせていただいた愛楽園は、我々

にとって人の生き方、生きる姿勢を教えられたまさに人生塾と呼ぶに相応

しいところでありました。
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§ 第 33 話　祈りの家教会の方々

　沖縄愛楽園内には日本聖公会に属する「祈りの家教会」がある。園の

創立者である青木恵哉師は宣教師ハンナ・リデル女史によって派遣された

伝道師であったため、師のもとに集まった病者にはキリスト教信仰に導か

れた者が多かった。愛楽園の中でも私達と親交が深かった祈りの家教会

信徒の方々は聖書を真剣に読み、一心に祈ることが生活の一部に浸透し

ていた。若い私達のようにキリスト教を観念的に捉え、聖書を頭で理解し

ようとするのではなく、きちんと心で読み、信仰的に捉えておられた。自ら

取捨選択したわけではないにせよ、この世（朽ちる世界）での可能性を

否応なしに剥奪されてしまった入園者の方々は、希望と自らの存在の軸足

を朽ちない世界である天国にしっかりと置いておられることが私達の目に

も感じられた。決して高い教育を受けられた方々ではなかったが、ぽつり

と語られる言葉が時として哲学者の言葉のようでハッとさせられることがあ

り、まだ若く、この世での可能性や望みにしがみついていた私達青年の目

からは眩しいような先輩達でありました。

　木曜会という木曜日に定例の集会がもたれるグループがあり、ある時小

生もゲストということで例会に参加させて頂きました。お祈りの後、その日

のテキストとなっている聖書の箇所（マタイ：25 章「タラントン」のたとえ）

が読まれ、朗読が済んだとき「山田さん今日の朗読箇所について話をして

ください。」と司会の方から突然振られてしまいました。見学者のつもりが

急遽話をする立場に立たされて冷や汗をかきました。「人は神様からそれ

ぞれに才能が与えられている。その才能を見出し、磨きをかけしっかり社

会に役立たせなさいと言う勧めであろうと思います。しかし、最後の『誰

でも持っている人は更に与えられて豊になるが、持っていない者は持って

いるものまで取り上げられる。』との言葉は誤解されやすいように思え、一

寸気になりました。強欲な資本家が労働者から絞れるだけ絞って更に豊に

なり、貧しい人は更に貧しくなるみたいに聞えてしまいますが、これは与え
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られた才能を真面目に使えば更に磨きが掛かって豊にされるが、使いもせ

ずにおけばさび付いて与えられた才能まで失ってしまうという戒めと私は理

解しました。」という趣旨のコメントを汗をかきかきしたように記憶していま

す。普段あまり真面目に聖書を読んでいなかった小生が日頃からよく読み

込んでおられた祈りの家教会の方々を前にしての拙いお話しでしたが、そ

れ以来お陰様で、この聖書の箇所は小生にとって思い出深いものとなって

います。

　そのような先輩方も多くはすでに天に召されてしまった。1972 年当時

園内には八百数十人の入園者が生活していたと記憶しているが、現在は

２６０名余となっており、祈りの家教会の日曜日の礼拝出席もかつては百

数十名であったが現在では３０名足らずの状態となっている。存命でおら

れても自室から教会までの歩行が困難となっている方が多いためです。

　ライ予防法が廃止されたのは 1996 年でした。条文は実質的に死文化

されていたとはいえ、強制収容・逃亡者の強制連行などの非人道的な条

文が現行法として存在していたのです。元患者の方々が声を上げるまで、

長い親交をいただいておりながら、その事実の重大さに気付くことなく廃

止運動をしてこなかった自分を大いに恥じました。その後、ライ予防法の

下で永年非人道的な扱いをしてきた国がせめてもの罪滅ぼしということで

しょうか、園内施設もすっかり立派なものになり、ホテルのような老人施設

となっています。せめて長生きをされている方々には偏見から解放されて

快適な環境の中で余生を過ごして頂きたいと願うものです。

　最後に日本の社会で起きたハンセン病患者が受けた苦しみの一端をご

紹介致します。遺伝病と誤解されていたため、病者は子孫を残すことを

禁じられ、避妊手術の強制と、胎児は強制堕胎がなされました。その上、

その胎児はホルマリンに漬けられ、標本として数年前まで保存がなされて

いました。療養所内で生活を強いられた入園者は家族親族へ迷惑が掛か

ることを畏れ、偽名で生活されていた方が多かったのです。小生の知る限
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りでは半数以上の方がそうであったと推定されます。亡くなられ、骨壺に

入ってから本名が記されるケースが多かったです。中には生きながら戸籍

から抹消されてしまっていた方もおられます。家族へ迷惑を掛けたくない

ために自らそうされた方、家族から切り捨てられてしまった方が居たと思わ

れます。日本人（市民）として生きていることの証である戸籍までが消され、

人間としての存在そのものを否定された中で生きなければならなかった苦

しみを推察します。

　入園者であり、晩年は祈りの家教会の牧師を務められた　司祭徳田祐

弼先生の遺された和歌をご紹介します。

　　「この病
やまい

、われよりすべて奪いけり　永
とこしえ

遠の生
い の ち

命一つ残して」

§ 第 34 話　宗教に頼るのは弱い人間のすることなのでしょうか？

宗教なんて弱い人間が求めるもので、健康で元気な人間はそんなもの

に頼ったりしないといわれる方がよく居られますが、はたしてそうなのでし

ょうか。神様に聴き従って生きるとは自らの努力を放棄し、自立心を喪失

した生き方では無いと思います。

人が他者に頼るという行動はどんなときになされるかを考えてみましょ

う。まず、この世に生を受け生まれ落ちた時点で、赤子は人（主として母親）

の援助なしに生きることは出来ません。この時点での人の自活力は他の動

物と比べて極めて低いと言われます。母親に見捨てられた赤子は死ぬ運命

にあるといえ、例外なく、全面的に他者への依存によって生かされています。

では、成人した人間が困難に遭遇したときはといえば、他者に頼る前に経

験から学んだ手法で自らその困難を克服もしくは回避しようとする行動を起

こします。多くの場合、それで対応が取れるのですが、自分一人の手に余

る場合もあり、そんなときに他者の援助を求める行為が採られます。他者

の助けを借りることで困難を克服できることもありますが、人が生きていく
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という過程では、人智の及ばぬ事柄にもまま遭遇します。人が協力しあっ

てもどうにも解決できない問題があり、そんなとき人は神様に助けを求め

ます。この態度はよく「困ったときの神頼み」といわれ、揶揄されますが、

人として至って自然

な行動であると私に

は思われます。揶揄

する人の心には自ら

努力しようともせず

神様に頼る「怠け者」

という思いと、「助け

てもくれない神様に

頼る愚か者」という

気持ちが潜在してい

るように思われます。

さて、皆さんはマザーテレサという方をご存知でしょう。どんな働きをさ

れた方かよくは知らないという方もおられるかもしれませんが、インドで臨

終が近い身寄りのない路上生活者を、せめて人生の最後は人間らしく旅

立たせたいと世話をして看取る働きをされ、ノーベル平和賞を受けた人と

言うことはご存知の方が多いでしょう。この方はローマカトリックの修道会

の修女さんでした。「神の声」を聞き、伝統ある修道会を出て、貧しい人、

困っている人たちを助けることを決意し、カルカッタにあるスラム街に移り

住んで、孤児やハンセン病の人々の為に救済活動をはじめました。極貧

の人に奉仕する「神の愛の宣教者会」を開設し、新設の修道会の責任者（マ

ザー：霊母）となり、インド国籍を取得し、1952 年に行き倒れの人々や

重症の人々を収容する「死を待つ人々の家」を設立したのです。そして、

マザーテレサはケアする相手に決してキリスト教を押しつけることはなく、

本人の宗教を尊重し、その者の宗教のやり方で看取っていました。バチカ
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ンや修道会といった教会組織からの資金援助を期待することもなく、一人

貧民街に飛び込んで地道に奉仕活動に励まれました。

皆さん、このマザーテレサを弱い人間だと思われる方はありますか？確

固たる信念と、実行力を備えた強い人であったと思われるでしょう。確か

に、我々の目にはそのように映ります。しかし、マザーテレサはいわれま

す。「人から社会奉仕者と呼ばれることには耐えられません。そして社会奉

仕をしていたのだとしたら、わたしはとっくにやめていたでしょう。」と、「自

分達は弱い人間で力などありません。自分の努力・精神力では仕事は成

し遂げられません。私達はイエス・キリストに従っているだけです。臨終

が近い身寄りのない路上生活者の世話をしておられるのは主イエスご自身

であり、傍にいる私達は自分に出来ることでその手伝いをしているだけで

す。弱い人間を強い神様が使って下さるのです。」無理を背負うのではな

く自分に出来ることをする、足りないところは主イエスが担って下さるとい

う意識で働いておられた。現場にいる自分の傍にはいつも主イエスがいて

下さるという確信（信仰）があり、自分の持っているものは弱さをも含め

てみんな主イエスにお預けし、自らを無にして祈りつつ安心して主イエス

について行くキリスト者の姿が見てとれます。

人は問題意識を持ち、自らの努力でそれに立ち向かおうとしても無理が

溜まり疲れ果て、挫折してしまうのが関の山です。私のような信仰が薄い

軟弱者は「私に出来るのはここまでです。もう無理ですこれ以上何も出来

ません。」とすぐ弱音を吐いて現場から逃げだそうとしてしまいます。しかし、

しっかりした信仰を持った人はたとえ自分が躓いてもそれは自分の弱さ故

のこと、主イエスが躓かれることはないと信じて現場から離れることをしま

せん。疲れて倒れても又起きあがって主イエスの手伝いを始めます。この

ような生き方は決して自ら努力しようともせず神様に頼る「怠け者」には

見えませんし、「助けてもくれない神様に頼る愚か者」ともいえないでしょう。

聖パウロはコリントの信徒への手紙２の１２：１０で言っています「な
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ぜなら私は弱いときにこそ、強いからです。」と。弱いときこそ強いという

ことは矛盾した言葉のように聞えますが、これは真理と思われます。自分

の弱さを自覚しそれをも主イエスに預けてしまった人の中に神様の強さが

宿るということだと思います。この様な人は弱さの中に留まることはなく結

局は神様によって強くされるのです。マザーテレサに限らず多くの聖人と呼

ばれる人達の生涯がこのことを実証しています。

聖パウロは更に語ります。「わたしを強めてくださる方のお陰で、わたし

にはすべてが可能です。」（フィリピの信徒への手紙４：１３）

§ 第 35 話　東日本大震災に見舞われた日本

３月１１日に日本中を震撼させる東日本大地震が起こった。太平洋プ

レートが日本列島に沈み込んでいることが要因とされますが、それに乗っ

かる形でぶつかり合っている日本列島の岩盤が５００ｋｍにも及ぶ幅で

東方にずれ込むという現象であったとのことで前代未聞の大地震であった。

地震の規模はマグニチュード９. ０というとてつもない値であり、宮城では

震度７を観測した。その地震の破壊力にもまして、その地震によって引き

起こされた太平洋沿岸の津波の脅威に人々は打ちのめされた。多くの人を

街ごと飲み込み、

町々の建造物が

次 々と 流 さ れ、

破壊されてゆく様

は映像に撮られ、

現場に居合わせ

た 人 だ けで なく

世界中の人々を

震え上がらせた。

荒れ狂う自然現
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象の前に人間の存在のひ弱さ、無力の程を見せつけられた。この度は原

子力発電所の事故がこの地震・津波によって誘発され、この人災的色彩

の濃い災害までも重畳され、被災者の苦難は倍増している。

この大惨事は奇しくも教会の暦では復活祭 (easter) の準備の厳かな季

節である大齊節（lent）に起こった。昔の人はこのような惨事が起こると、

これは人間の傲慢に対する神の怒りだと受け止めることが多かったようだ。

今回、東京都知事の I 氏が「これは天罰だ」と発言し、多くの人々の反

発をかってしまった。昔の人に近い発想からの発言であったかもしれない

が、被災した人たちが神の怒りを受ける

ような行状をしていたという意味に聞え

た方々からこの発言は失礼極まりないと

いう反応が出されたものと思われる。当

初発言を撤回しないと頑張ったＩ都知

事であったが、結局失言を認め撤回し

た。

小生も、この大震災が神様の罰であ

ったとは思えません。第 12 話でお話

しいたしましたように、私たちの周りで

不条理と思える出来事はまま起こります

が、これは神様が直接手を下されたも

のではないと思います。神様は天地を作りその管理を人にゆだねられた。

人の心への働き掛けはなさるが、むやみにこの世の事象に直接手出しなさ

れない方と理解しています。神様は罰を与えたのではなく、この世の出来

事に目を注ぎながら、多くの人の命を絶ち、多くの怪我人を出し、家族を

失い、家を失い、仕事を失った被災者の痛みを人と共に受け止め、「我が

子（人間）よ、私の与えた天地は自然の恵みが豊かだが、時としてこの

様に荒れ狂うものでもあるのだ。今回の悲惨な現実をどのように受け止め、
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この困難をどのように乗り越えたらよいと思うのか。」と人々に問うておられ

るように思われます。

このような悲惨な状況の中でも、私たちは心に安らぎを覚え、勇気を与

えられる出来事に出会うことがあります。この度は避難所で自身も避難民

である被災した子供たちが健気にも「肩たたき隊」を結成し、ボランティ

アとしてお年寄りを訪ね肩をもみ叩いている姿がそうでした。子供たちの

笑顔が、飾らない善意が人々の心にひと時の安らぎを与え、生きてゆく希

望を呼び起こしました。その様子を映像で見た私たちもが癒された思いで

した。日本社会でこのようなボランティア活動が根をおろしたのは阪神淡

路大震災のときであったように思えます。家族であるから、親戚であるから、

同郷の者であるからといった旧来の人のつながりを超え、自らが隣人とな

って助けにゆくというボランティアの存在は被災された方々の力強い支えと

なっています。この度はかつての恩返しと阪神や新潟地方の方々をはじめ、

日本中からのボランティアがかけつけ活動を開始しています。支援物資が

全国から、外国からも届けられ義援金も集められています。人間に備えら

れている美しい一面を垣間見る思いがします。普段、順調に生活が営まれ

ている時には他者を思いやることよりも他者に負けないようにと競う姿ばか

りが目に付いてしまいますが、この出来事を通して私たちは忘れかけてい

た「人は一人では生きてゆけない。助け合って、励ましあって共に生きよう」

という人間の本来的な心を呼び覚まされた思いがします。しかし、私たち

人間はこれほどの大きな犠牲を払い、それを目にしなければそのことに気

づくことができない存在なのでしょうか。今回の出来事は豊かで安定した

社会で暮らしていた私たち日本人に突き付けられた厳しい現実ではありま

すが、失ったものを数えるのではなく、混乱の中で弱者を切り捨てることな

く、皆で支え、共に生きてゆく新しい人間社会を創る時ではないでしょうか、

否、それを成し遂げ世界に示さなければ日本は国際社会の中での低落傾

向をさらに加速し、落ちこぼれの存在となってしまうでしょう。
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この大惨事は教会の暦では復活祭の準備の厳かな季節である大齊節に

起こったと申し上げました。復活祭前の日曜日を除く40 日間が大齊節で

あり、最後の一週間は聖週と呼ばれ、最も厳かな期間となります。聖木曜

日はイエスが弟子たちと最後の晩餐を取られた後にユダの訴えにより祭司

長達に捕えられた日、翌日の聖金曜日は総督ピラトに引き渡され、無理や

り十字架刑に処せられた受苦日を記念する日となっています。2000 年前、

弟子たちは仕事も、家も、家族も放置してイエス様に従って、三年もの間

ユダヤのあちこちを旅してきました。彼らは貧しい者、弱い者であっても決

して蔑ろにされることのない、皆が共に生きる新しい価値観の「神の国」

の実現は近いと夢見て主イエスに従ってきたのでした。すべてをこの方に

かけていたにもかかわらず、この頼みとする先生がユダヤ教の指導者たち

に捕えられ、あっけなく死刑にされてしまったのでした。弟子たちの先頭

に立ち、愛の革命を指導してこられた主イエスが、結局はこの世の権力者

にねじ伏せられ、抹殺されてしまったという現実の前に、弟子たちは挫折

し絶望のどん底に突き落とされてしまったのです。しかも、関係者であるこ

とが分かれば自らの身にも累が及ぶという恐怖にさいなまれながら、居所

に身を寄せドアには鍵をかけて人目を忍んで潜んでいました。

命からがら高台に避難した今回の被災者は、高台まで辿りつけなかった

人々が津波に巻き込まれ、家や車と共にさらわれてゆく様を目の当たりに

し、さながら地獄絵巻を見せつけられる苦しみを味あわれたことでしょう。

自らの命は繋ぎ止めたものの、配偶者、親子兄弟、友人、知人、多くの

仲間を奪われ、更には家を、持てる物のすべてを失い、気が付いてみれ

ば仕事さえもなくしていたという現実の中で、将来への希望を根こそぎ奪

われ、絶望のどん底に突き落とされた被災者の心境は察するに余りあるも

のがあります。

被災から 42 日目に受苦日を、その二日後に復活祭の日を迎えました。

日本中のキリスト者は被災者の心情と主イエスを奪われた弟子たちの心
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情、すなわち、すべてを奪われ、絶望のどん底に突き落とされた者達の

思いを重ねていたことと推察します。聖書は金曜日の午後十字架上で亡く

なられた主イエスが日曜日の朝復活されたと記しています。居所に身を寄

せドアに鍵をかけて潜んでいた弟子たちの真ん中に主イエスが現れて立ち、

「あなた方に平和があるように」と言葉をかけられたと聖書は伝えていま

す。この「平和」という言葉、原語は「シャローム」というヘブライ語ですが、

この言葉は単に、争いのない、平和な状態をいうのではなく、平穏、無事、

安心、安全あるいは健全、成熟といった人の心の状態を意味していること

から、教会では「平安」と訳されることも多いのです。弟子達に発した主

イエスのこの言葉は「私はいつも君たちと共にいるのだからまずは安心し

なさい。そして、希望を失わず、勇気を出して、福音を述べ伝えなさい。」

という励ましの言葉であったと小生は理解します。その場に居合わせなか

った弟子のトマスは、亡くなられた主イエスが復活して姿を見せたなんで、

あり得ないことだ。私は復

活された主イエスの手のひ

らに空けられた釘の穴にこ

の指を差し込むまでは絶対

に信じないと強い拒否反応

を示したと聖書は伝えてい

ます。トマスは自らが他の

弟子達と共にいる時に再び

御姿を現わされた主イエス

を見て彼も信じたとのこと

です。「トマス、私を見た

から信じたのか？信じない

者ではなく、信じる者とな

りなさい。」と主イエスはト
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マスを励まされたのでした。死んだはずの主イエスが御姿を現わされたこ

とにより、弟子達の不安と絶望は吹き飛んでしまいました。権力者による

迫害を恐れることなく、主イエスの復活の証人となって、福音を述べ伝え

たと聖書に記述されています。

　では、被災者の方々にはどのように希望が与えられるのでしょうか。復

活日を迎えた頃の被災地では被災された方々自身が気を取り戻し、いくつ

かの新しい出発の試みが起きていました。その一つに津波によって多くの

船を失ってしまった漁師たちが陸に打ち上げられた船の中で使用可能なも

のを探し、それらを集めて修理し、みんなで漁に出ようと協力している姿

がありました。「これは誰の持ち船だとか言っている場合ではない。残って

使える船を仲間で共同して使い、漁を再開するのだ。」という言葉を聞き

ました。この言葉から、海の男たちの心意気がひしひしと伝わってきました。

原始共同体を連想されるような労働集団ですが、その形態は厄介な人間

社会の仕組みを取っ払った、きわめて自然な姿に感じられました。人は当

初、この様に協力しあう仲間が集団で生活をはじめ、共に汗を流して収穫

を分け合い、子供たちを育て共に生きる社会（コミュニティ）を形成して

いったことが思い起こされます。人間社会がこの原点を回復すること、す

なわち、物質的な豊かさの中で、また人間が作り出した複雑な仕組みの

中で、個人の責任で生きていくことばかりが優先され、隣人の心情が見え

なくなっている現代社会の不健全さに気付くことが問題提起されているよう

に思えました。そのことを海の男たちの再出発の姿が教えてくれたように思

えます。

　バブル崩壊以来、日本経済は総崩れの状況です。「物作りの日本」は

人件費の高騰で他国との価格競争に負けて立ち行かなくなりました。国際

社会に向けた発信もできず、国としての発言力も低下し、低落傾向は長く

続いています。にもかかわらず、過去の蓄積で国民はそれなりに安定し豊

かな生活を保つことができていました。しかし、今回我が国は未曾有とも
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1200 年ぶりともいわれる地震、津波、更には原発事故という大災害を被

りました。自分は安全だと身を潜めている時ではなくなりました。

　被災者である彼らが自ら立ち上がり、仕事を開始しても決して状況は明

るくはないと思われます。漁はできても市場は破壊され、それを流通させ

るルートや仕組みが断たれている状況があります。彼らの志を成就させる

には被災していない我々が彼らを支えようとする姿勢と協力が重要となる

はずです。家族であるから、親戚であるから、同郷の者であるからといっ

た旧来の人のつながりを超え、自らが隣人となって被災した方々の心情に

目を注ぎ各自が応えられる支援をすることが、この危機を乗り越えるため

の我が国の方向性を示しているように思えます。５月の連休には全国から

被災地にボランティアとして被災地に馳せ参じたいとボランティアの希望者

が大勢名乗りを上げ、現地では受け入れられないほどであったと聞きます。

人は悲惨な状況を知れば、自分も何とか手助けをしたという善意、健全な

気持ちが起こります。教会はそれを聖霊の導きと呼び、信仰者は神様が我

らと共にいましてなすべき業を促してくださると感じるのです。私たちに第

一に必要とされることは被災者を隣人として受け止め、関心を持ち続け、

その状況を理解することであると思われます。状況が分かれば具体的に何

をなすべきかは個々の人に示されるものと思います。

地震・津波によってすでに亡くなられた多くの方々に対して、私たちは

ただ、魂の平安を祈りその霊を神様の御手にゆだねることしかできません。

その方々の無念の思い、残された人々への思いを受け止め、我々が被災

者への支援を心がけることがこれらの方々の霊に報いることになると存じま

す。

個々の人にできることは決して大きなことではないでしょう。しかし、大

切なことは自らが隣人となって被災した方々の心情に目を注ぎ各自が応え

られる支援をする心を持ち続けることであり、多くの国民のその思いが集

結された時「皆で支え、共に生きてゆく新しい人間社会」を創ることにつ



84

ながるのだと信じるものです。それを成し遂げ世界に示すことで日本の存

在意義を国際社会に示すことができるのではないでしょうか。戦争の悲惨

さ・愚かさを骨の髄まで体験した日本、富と豊かさだけでは人は幸福には

なれないことを知った私たち日本人は、いま人間にとって本当に大切なも

のは何であるのかを学ばされているように思います。

「肩たたき隊」を結成し、被災した人々にひと時の安らぎを届けてくれた

子供達には、被災というこの厳しい経験が負の遺産となることなく糧となっ

て明るくたくましい生き方をしていただきたい、いつまでも周りを照らす光

の子であってほしい、と心から願います。この子たちからあの笑顔を奪っ

てはならない。将来に希望を持ち続けることができるように大人たちは見

守り支援したいと思うものです。
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